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写真：
電車と競走だ！　レッド・ゴー!

　　～御嵩あかでんランド～
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　大豆の油分をとり、ミンチ状に食べやすく加工した商品です。
大豆は、岐阜県産のフクユタカと御嵩町美佐野地区で栽培され
る中鉄砲という品種を使用しています。
　農家のみなさんが丹精込めて育てている大豆を使い、町の活
性化につなげたいという思いで開発しました。
　大豆は、低脂質・低カロリーで食物繊維が多く含まれている
ため、栄養価が高いといわれています。
　牛乳をかけて朝食やおやつにしたり、お湯でふやかして調理
してハンバーグにしたりなど、ミンチ肉と同じように、さまざ
まな料理に活用できますので、一度利用してみてください。
　御嶽宿わいわい館や、可児かまど本店で販売しています。

決定しました！

　町では、歴史や自然、伝統などへのこだ
わりや地元への愛がこもったものを特産品
として認定する制度「みたけのええもん」
があります。町内外で広く周知することに
より、地域の活性化を図ることを目的とし
ています。
　今回は、5 点の申請があり、次の 2 点が
認定品となりました。今回の認定で、「みた
けのええもん」は 18 品になりました。
　これからも「みたけのええもん」として
さまざまな場所で PR していきますので、
見かけましたら、召し上がってみてくださ
い。

◀ �みたけのええもん
　 認定品ロゴマーク

 �  美佐野中鉄砲の大豆ミート　（可児かまど本店）

新“みたけのええもん”

◎販売価格：180g　税込 734 円（1 袋）
◆問い合わせ：可児かまど本店
　☎ 0574-61-3550

▲�左手前　大豆ハンバーグ
　左 奥　大豆のそぼろのおひたし
　右手前　美佐野中鉄砲の大豆ミート
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まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

■問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：堀
ほ り え

江（内線 2228）

　戦中戦後に、炭鉱の町として栄えた御嵩町。現在では、負の遺
産としてのイメージが強い亜炭鉱廃坑ですが、かつては日本のエ
ネルギーを支える重要な産業でした。安心で住みよい町をつくる
ため、亜炭鉱廃坑跡の埋め戻しが進む中、これを町おこしに活か
して良いイメージを作りあげていきたいと、炭鉱（亜炭）をイメー
ジしたチョコレート「たんこうショコラ」を考案しました。
　御嵩町で栽培された、香り豊かで希少な大豆「中鉄砲大豆」に、
その食感と香ばしさをより一層引き出す独自加工をほどこして
チョコに練り込むことで、ナッツチョコやクランキーチョコなど
にはない独自の食感と、歴史が香る味わいに仕上げました。また、
見た目も亜炭に近づけるため、あえて、一口大に砕いています。
　11 月 3 日に伏見地区にオープンする P

パ テ ィ ス リ ー

atisserie　L
ラ ン ド

AND や町
内外でのイベントで販売します。

 �  たんこうショコラ（株式会社トイ・ファーム）　

◎販売価格：税込 1,080 円
　（200 ｇ入り　1 箱）
◆�問い合わせ：
　株式会社トイ・ファーム
　☎ 0574-63-9063
　P

パ テ ィ ス リ ー

atisserie　L
ラ ン ド

AND
　☎ 0574-50-2644

みたけのええもんが購入できる場所（町内）

▲ 美佐野の中
ちゅう

鉄
てっぽう

砲アイスクリーム
　　　（可児かまど本店）

▲ みたけ華ずし
　　（みたけ華ずしの会）※要予約

▲ ぽっこり緑茶（あゆみ館）

▲ 御嵩道中 焼きおむすび
　　（喫茶ぽっかぽか）※要予約

▲ 栗すだれ（御菓子処長春堂）▲ 舳五山茶やまいもん大福�
　　　( 東濃実業高校）

▲ みたけ味噌
　　（農家生活改善グループ）

▲元祖みたけとんちゃん
　　（みたけとんちゃん発展会）

▲ みたけからあげ
　　（みたけとんちゃん発展会）

▲ あずさクランチ
　 ( 東濃実業高校）
　※ラ・プロヴァンスに要予約

▲ ごへだ味噌
　　（農家生活改善グループ）

▲みたけ中山道らーめん
　（有限会社可児フーズ・ラボ）

▲ 中山道味物語
　 御嶽宿ええもん御膳（魚邦）
　  ※要予約

▲ 美佐野の中
ちゅう

鉄
てっぽう

砲きな粉
　　　（可児かまど本店）

▲ やまいもん大福�
　　　( 東濃実業高校）

▲ 鬼岩梅酒（鬼岩湯元館）

御嶽宿わいわい館で
購入できる商品

（各販売店でも購入
　できます）

各店舗で購入
できる商品

イベントなど
で食べること
ができる商品

みたけの
ええもんを
みんなで

食べよう！

3 ほっと みたけ　2017.11



中山道みたけ館　☎ 67-7500

▼ 摩
ま

虎
こ ら

羅神将 ( 卯
う

) 写真 ④ ▼ 真
し ん だ ら

達羅神将 ( 寅
とら

) 写真③ ▼ 招
しょうとら

杜羅神将 ( 丑
うし

) 写真② ▼ 毘
び か ら

羯羅神将 ( 子
ね

) 写真①

■場　所：中山道みたけ館　２階特別展示室
■会　期：12 月 17 日（日）まで
■休館日：毎週月曜日、11 月 21 日（火）、11 月 24 日（金）
　町で唯一の国指定重要文化財の建造物「願興寺本堂」の大規模修理が、いよいよス
タートすることとなりました。この機会にあわせ、願興寺の本尊・薬師如来の眷

けんぞく

属で
ある「十二神将像」を、期間限定で特別公開します。多くのみなさんに貴重な文化財
をご覧いただき、文化財保護・保存への関心を持っていただく契機となりましたら幸
いです。 ▲ 願興寺の寺紋　蟹牡丹

中山道みたけ館特別展

「天台宗大
おおてらさん

寺山 願
が ん こ う じ

興寺所蔵　重要文化財　十二神将展　‐本尊薬師如来の眷
けんぞく

属‐」

国重要文化財
願

が ん こ う じ

興寺十二神将像を
一挙公開します！

観覧
無料
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っ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
後
期
以
後
の
作
で

は
、
頭
に
12
の
干
支
を
置
い
た
仏
像
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

◆
十
二
神
将
像
を
一
同
に
公
開
！

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
数
多
く
の
文
化
財
を

所
蔵
し
て
い
る
願
興
寺
で
す
が
、
そ
の
寺
宝

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
そ
の
貴
重
な
仏
像

群
か
ら
、
本
尊
の
薬
師
如
来
を
支
え
庶
民
も

守
る
役
割
を
担
っ
た
眷
属
・
十
二
神
将
を
特

別
に
公
開
し
ま
す
。
十
二
神
将
が
そ
ろ
っ
て

願
興
寺
の
総
門
を
く
ぐ
り
、
展
示
公
開
さ
れ

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

平
安
時
代
の
作
と
さ
れ
る
十
二
神
将
各
像

の
彫
刻
美
を
、
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ

い
！

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
中
山
道
み
た
け
館
）

　

担
当
：
若わ

か
お尾
、
栗く

り
や
も
と

谷
本
、
田た

な
か中

　

☎
６
７
‐
７
５
０
０

◆
大
寺
山
願
興
寺
の
は
じ
ま
り

　

弘こ
う
に
ん仁

６
年
（
８
１
５
）、
天
台
宗
の
開
祖

伝
教
大
師
最さ

い
ち
ょ
う

澄
が
東と

う
ご
く国

巡じ
ゅ
ん
し
ゃ
く

錫
の
途
中
、
こ

の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
病
や
困

こ
ん
き
ゅ
う窮

に
苦
し

む
人
々
を
目
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
薬
師

如
来
の
力
で
救
お
う
と
自
ら
薬
師
如
来
像
を

桜
の
古
木
で
刻
み
安
置
し
た
こ
と
か
ら
、
蟹

薬
師
・
可
児
大
寺
と
し
て
今
も
多
く
の
信
仰

を
集
め
る
「
大
寺
山
願
興
寺
」
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

◆�

願
興
寺
所
蔵
の
貴
重
な
文
化
財
の
数
々

　

こ
の
願
興
寺
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
信
仰

を
集
め
た
証
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
権
力
者

や
庶
民
か
ら
寄
進
さ
れ
た
仏
像
や
経
典
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
安
置
す
る
本
堂
は
戦
火
に
よ

る
焼
亡
を
経
て
い
ま
す
が
、
天
正
９
年

（
１
５
８
１
）
に
地
域
の
郷
士
や
住
民
に
よ

っ
て
再
建
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
本
尊
の
薬
師
如
来
を
は
じ
め
と
し

た
仏
像
24
躯
も
同
じ
く
国
指
定
重
要
文
化
財

で
あ
り
、そ
の
他
に
も
工
芸
品
、絵
画
、彫
刻
、

古
文
書
な
ど
数
多
く
の
県
指
定
・
町
指
定
文

化
財
が
願
興
寺
に
は
現
存
し
て
お
り
、『
東

美
濃
の
正
倉
院
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
十
二
神
将
と
は
…

　

十
二
神
将
は
、
薬
師
如
来
の
眷
属
（
従

者
）
で
、
甲
冑
を
ま
と
い
、
武
器
を
手
に
し
、

忿ふ
ん
ぬ怒

（
威
圧
）
の
表
情
を
浮
か
べ
る
武
神
の

こ
と
で
す
。
薬
師
如
来
が
人
々
を
救
う
た
め

に
立
て
た
12
の
願
い
に
応
じ
て
現
れ
る
分
身

と
も
さ
れ
、
昼
夜
12
の
時
、
12
の
方
角
を
守

▼ 波
ば い ら

夷羅神将 ( 辰
たつ

) 写真 ⑤▼ 因
い ん だ ら

達羅神将 ( 巳
み

) 写真 ⑥▼ 珊
さ ん て ら

底羅神将 ( 午
うま

) 写真 ⑦▼ 頞
あ に ら

儞羅神将 ( 未
ひつじ

) 写真⑧

▼ 安
あ ん て ら

底羅神将 ( 申
さる

) 写真⑨▼ 迷
め き ら

企羅神将 ( 酉
とり

) 写真⑩▼ 伐
ば さ ら

折羅神将 ( 戌
いぬ

) 写真⑪▼ 宮
く び ら

毘羅神将 ( 亥
い

) 写真⑫

名称 干支 時刻 方位
毘羯羅神将① 子 23 時～  1 時 北
招杜羅神将② 丑   1 時～  3 時 北北東
真達羅神将③ 寅   3 時～  5 時 東北東
摩虎羅神将④ 卯   5 時～  7 時 東
波夷羅神将⑤ 辰   7 時～  9 時 東南東
因達羅神将⑥ 巳   9 時～ 11 時 南南東
珊底羅神将⑦ 午 11 時～ 13 時 南
頞儞羅神将⑧ 未 13 時～ 15 時 南南西
安底羅神将⑨ 申 15 時～ 17 時 西南西
迷企羅神将⑩ 酉 17 時～ 19 時 西
伐折羅神将⑪ 戌 19 時～ 21 時 西北西
宮毘羅神将⑫ 亥 21 時～ 23 時 北北西

十二神将が守る干支・時刻・方位
※�

薬
師
如
来
の
12
の
願
い
に
つ
い
て
は
、
展
示

会
場
で
紹
介
し
て
い
ま
す
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総務防災課財政係（内線 2212）

歳入

　平成 28年度一般会計・特別会計及び公営企業会計の決算が町議会 9月定例会で認定されました。
　みなさんが納められた税金や国・県から交付されたお金がどのように使われたのか、平成 28年度決算の歳入・
歳出の内容や財政の健全性に関する指標となる健全化判断比率などをお知らせします。

平成 28年度決算報告

一般会計

平成 28 年度健全化判断比率および資金不足比率一覧表

※表示金額は、単位未満四捨五入して表記しているため
　合計が一致しない場合があります。

特別会計

142,272円

470,540 円

福祉事業やごみ処理など

45,210 円道路や河川の改修、公園管理など

34,052 円学校教育や生涯学習振興など

87,083円亜炭鉱廃坑対策など

22,964 円町の借金の返済元金や利子など

58,704 円議会、消防、農林水産など

80,255 円
総 務 費
一般事務や庁舎の維持管理など

民生費・衛生費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

そ の 他

24億 4,203万円

1億 9,269万円

16億 2,898万円

565万円

8億 6,995万円

25億 2,572万円
国民健康保険

後期高齢者医療保険

介護保険
（保険事業勘定）

介護保険
（介護サービス事業勘定）

下水道

国民健康保険

後期高齢者医療保険

介護保険
（保険事業勘定）

下水道

1億 9,892万円

16億 4,546万円

760万円

9億   107万円

歳出（総額）歳入（総額）
52億 7,877万円 51億 3,930万円

公営企業会計

5 億 1,655 万円

2 億 8,129 万円

5 億 8,201 万円

（税抜） （税抜）水道事業会計  収益的収支

水道事業会計  資本的収支

水道事業会計  収益的収支

水道事業会計  資本的収支
2 億 8,129 万円

歳出（総額）歳入（総額）
8億 6,331万円

479,254 円

7億 9,784万円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）により、毎年度、実質的な赤字や
将来負担などを表す指標（健全化判断比率）と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標（資金
不足比率）を議会に報告し、公表をおこなっています。
　平成 28年度決算に基づく本町の健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基
準等を下回り、財政状況は前年度に引き続き健全段階であるという結果となっています。

内容 御嵩町の比率 財政再生基準
（早期健全化基準）

実質赤字比率

実質公債費比率

一般会計の実質赤字が税収入等に占
める割合

連結実質赤字比率

将来負担比率

【赤字なし】 30.0
（20.0）

7.1
（平成27年度 7.3)

35.0
（25.0）

公営企業における
資金不足比率

ー
(20.0)

一般会計をはじめ全ての会計の実質赤
字が税収入等に占める割合

一般会計などが負担する公債費（借金の返
済額）が税収入等に占める割合の平成26年
度から平成28年度までの3か年平均

下水道特別会計
【資金不足なし】

ー
(350.0)

20.0
（15.0）

比率区分

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

水道事業会計
【資金不足なし】

資金不足額が事業規模に占める割合

【将来負担なし】
（平成27年度 3.9）

一般会計などが将来負担すべき債務
（借金残高など）が税収入等に占める

割合

【赤字なし】

平成 28 年度一般会計　 住民一人あたりの　　　　　　歳入と歳出のようす

歳出
470,540 円

町税

26.7％

6.3％

16.1％18.7％

14.1％

9.7％
8.4％

地方譲与税等

地方交付税分担金及び負担金

国・県支出金

町債

その他

総務費

17.1％

30.2％

9.6％
7.2％

18.5％
4.9％

民生費・衛生費

土木費

教育費

災害復旧費

公債費
12.5％
その他

一般会計の
歳入総額

一般会計の
歳出総額

歳出（総額）歳入（総額）
88億 9,351万円 87億 3,181万円

88億 9,351万円 87億 3,181万円

14億 8,929万円
総 務 費

民生費・衛生費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

26億 4,015万円

8億 3,896万円

6億 3,190万円

16億 1,599万円

4億 2,615万円

そ の 他
10億 8,937万円

23億 7,655万円
町 税

地方譲与税等

地方交付税

分担金及び負担金

国・県支出金

町 債

5億 6,170万円

14億 3,104万円

16億 5,938万円

12億 5,522万円

8億 6,199万円

そ の 他
7億 4,764万円

30,269 円

479,254一人あたり歳入合計… 一人あたり歳出合計…円

国や県から交付された交付金など

77,116 円国から交付された地方交付税

89,420 円亜炭鉱対策の負担金や保育料など

67,641 円国や県からの補助金など

46,451 円町が借り入れた借金

40,289 円使用料や手数料、財産収入など

128,067円
町 税
町民税や固定資産税など

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分 担 金 及 び 負 担 金

国・県支出金

町 債

そ の 他

町の人口／ 18,557 人　
（平成 29年 3月 31日現在・住民基本台帳人口）

（税込） （税込）

住民一人当たり
住民一人当たり

介護保険
（介護サービス事業勘定）
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総務防災課財政係（内線 2212）

歳入

　平成 28年度一般会計・特別会計及び公営企業会計の決算が町議会 9月定例会で認定されました。
　みなさんが納められた税金や国・県から交付されたお金がどのように使われたのか、平成 28年度決算の歳入・
歳出の内容や財政の健全性に関する指標となる健全化判断比率などをお知らせします。

平成 28年度決算報告

一般会計

平成 28 年度健全化判断比率および資金不足比率一覧表

※表示金額は、単位未満四捨五入して表記しているため
　合計が一致しない場合があります。

特別会計

142,272円

470,540 円

福祉事業やごみ処理など

45,210 円道路や河川の改修、公園管理など

34,052 円学校教育や生涯学習振興など

87,083円亜炭鉱廃坑対策など

22,964 円町の借金の返済元金や利子など

58,704 円議会、消防、農林水産など

80,255 円
総 務 費
一般事務や庁舎の維持管理など

民生費・衛生費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

そ の 他

24億 4,203万円

1億 9,269万円

16億 2,898万円

565万円

8億 6,995万円

25億 2,572万円
国民健康保険

後期高齢者医療保険

介護保険
（保険事業勘定）

介護保険
（介護サービス事業勘定）

下水道

国民健康保険

後期高齢者医療保険

介護保険
（保険事業勘定）

下水道

1億 9,892万円

16億 4,546万円

760万円

9億   107万円

歳出（総額）歳入（総額）
52億 7,877万円 51億 3,930万円

公営企業会計

5 億 1,655 万円

2 億 8,129 万円

5 億 8,201 万円

（税抜） （税抜）水道事業会計  収益的収支

水道事業会計  資本的収支

水道事業会計  収益的収支

水道事業会計  資本的収支
2 億 8,129 万円

歳出（総額）歳入（総額）
8億 6,331万円

479,254 円

7億 9,784万円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）により、毎年度、実質的な赤字や
将来負担などを表す指標（健全化判断比率）と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標（資金
不足比率）を議会に報告し、公表をおこなっています。
　平成 28年度決算に基づく本町の健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基
準等を下回り、財政状況は前年度に引き続き健全段階であるという結果となっています。

内容 御嵩町の比率 財政再生基準
（早期健全化基準）

実質赤字比率

実質公債費比率

一般会計の実質赤字が税収入等に占
める割合

連結実質赤字比率

将来負担比率

【赤字なし】 30.0
（20.0）

7.1
（平成27年度 7.3)

35.0
（25.0）

公営企業における
資金不足比率

ー
(20.0)

一般会計をはじめ全ての会計の実質赤
字が税収入等に占める割合

一般会計などが負担する公債費（借金の返
済額）が税収入等に占める割合の平成26年
度から平成28年度までの3か年平均

下水道特別会計
【資金不足なし】

ー
(350.0)

20.0
（15.0）

比率区分

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

水道事業会計
【資金不足なし】

資金不足額が事業規模に占める割合

【将来負担なし】
（平成27年度 3.9）

一般会計などが将来負担すべき債務
（借金残高など）が税収入等に占める

割合

【赤字なし】

平成 28 年度一般会計　 住民一人あたりの　　　　　　歳入と歳出のようす

歳出
470,540 円

町税

26.7％

6.3％

16.1％18.7％

14.1％

9.7％
8.4％

地方譲与税等

地方交付税分担金及び負担金

国・県支出金

町債

その他

総務費

17.1％

30.2％

9.6％
7.2％

18.5％
4.9％

民生費・衛生費

土木費

教育費

災害復旧費

公債費
12.5％
その他

一般会計の
歳入総額

一般会計の
歳出総額

歳出（総額）歳入（総額）
88億 9,351万円 87億 3,181万円

88億 9,351万円 87億 3,181万円

14億 8,929万円
総 務 費

民生費・衛生費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

26億 4,015万円

8億 3,896万円

6億 3,190万円

16億 1,599万円

4億 2,615万円

そ の 他
10億 8,937万円

23億 7,655万円
町 税

地方譲与税等

地方交付税

分担金及び負担金

国・県支出金

町 債

5億 6,170万円

14億 3,104万円

16億 5,938万円

12億 5,522万円

8億 6,199万円

そ の 他
7億 4,764万円

30,269 円

479,254一人あたり歳入合計… 一人あたり歳出合計…円

国や県から交付された交付金など

77,116 円国から交付された地方交付税

89,420 円亜炭鉱対策の負担金や保育料など

67,641 円国や県からの補助金など

46,451 円町が借り入れた借金

40,289 円使用料や手数料、財産収入など

128,067円
町 税
町民税や固定資産税など

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分 担 金 及 び 負 担 金

国・県支出金

町 債

そ の 他

町の人口／ 18,557 人　
（平成 29年 3月 31日現在・住民基本台帳人口）

（税込） （税込）

住民一人当たり
住民一人当たり

介護保険
（介護サービス事業勘定）

■�問い合わせ：総務防災課財政係　担当：川
かわかみ

上（内線 2212）
7 ほっと みたけ　2017.11



　

虐
待
に
よ
り
幼
い
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ

る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
居
住
実
態
の
把
握

は
、
市
町
村
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
と
い
う
機

会
に
、
み
な
さ
ん
も
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
「
児
童
虐
待
」
っ
て
な
に
？

　

保
護
者
が
そ
の
監か

ん
ご護
（
子
ど
も
の
生
活
に

必
要
と
す
る
監
督
・
保
護
を
お
こ
な
っ
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
）
す
る
18
歳
未
満
の
児

童
に
対
し
て
、
身
体
的
暴
力
な
ど
の
行
為
を

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）、
心
理
的
虐
待

の
４
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
※
上
図
参
照

殴な
ぐ

る
、
蹴け

る
、
首
を
絞し

め
る
な
ど
し

て
、
打だ

ぼ
く
し
ょ
う

撲
傷
、
骨こ

っ
せ
つ折

、
火や

け
ど傷

を
お
わ

せ
る
こ
と
。
食
事
を
与
え
な
い
、
冬

や
夜
中
に
戸
外
へ
閉
め
出
す
な
ど
。

言
葉
に
よ
る
脅お

ど

か
し
や
脅

き
ょ
う
は
く迫

す
る
こ

と
。
子
ど
も
を
無
視
す
る
、
兄
弟
間

で
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
な
ど
。

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。
性
的
暴
行
、

性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ

を
見
せ
る
、
裸
体
を
撮
影
す
る
な
ど
。

保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著

い
ち
じ
るし

く
怠

お
こ
た

る
こ
と
。適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
、

極き
ょ
く
た
ん
端
に
不
潔
な
環
境
の
な
か
で
生
活

さ
せ
る
、
下
着
な
ど
を
長
期
間
、
不

潔
な
ま
ま
に
す
る
な
ど
。

児童虐待

身体的虐待性的虐待

ネグレクト心理的虐待

◇�

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
（

愛
着
）

に
つ
い
て

　

特
定
の
少
数
の
人
と
の
間
に
結
ば
れ
る
心

の
絆
の
こ
と
で
す
。
愛
着
形
成
に
最
も
重
要

な
時
期
は
３
歳
未
満
で
す
。
子
ど
も
は
だ
れ

か
が
世
話
を
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

く
、
特
定
の
人
と
の
安
定
し
た
、
継
続
的
な

関
わ
り
が
必
要
で
す
。
愛
着
関
係
の
下
で
養

育
さ
れ
る
と
、
安
心
感
の
中
で
自
己
肯
定
感

を
育
み
、基
本
的
信
頼
感
を
獲
得
で
き
ま
す
。

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
多
く
に
、
愛
着
の

問
題
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

　

だ
れ
で
も
、
子
ど
も
を
産
ん
だ
ら
す
ぐ
に

完
全
な
親
に
な
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
孤
立
し
て
助
け
を
求
め
ら
れ
ず
、

子
育
て
に
対
し
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
家

庭
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
不
安
や
悩
み

を
相
談
す
る
こ
と
も
、
虐
待
を
防
ぐ
方
法
の

一
つ
で
す
。

　

中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
や
町
で
は
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
は
、
な
ん
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
当
事

者
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き
、
ま
わ
り

に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
き
な
ど
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

★
相
談
・
連
絡
先

◎
中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
（
可
茂
県
事
務
所
）

　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１

　

�

美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１

◎
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎ 

６
７
‐
２
１
１
１
（
内
線 

２
１
１
３
）

■
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

担
当
：
伊い

と
う藤
（
内
線 

２
１
１
３
）

◆
◇
◆ 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間 

◆
◇
◆

　

い
ち
は
や
く 

知
ら
せ
る
勇
気 

つ
な
ぐ
声

　
　
　

子
ど
も
た
ち
は
〝
未
来
の
宝
〟
で
す

福祉課児童福祉係（内線 2113）

虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者の SOS
の声をいちはやくキャッチ！

児童相談所全国共通ダイヤル：☎ 189
　●�お近くの児童相談所へつながります。

　●�通話料がかかります。
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福祉課児童福祉係（内線 2114）／保健センター（内線 2192）

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
2
週

間
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
関
す
る

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
、
意
識
啓
発
を
図

る
た
め
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、心
身
に
深
い
傷
を
残
し
、

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
、
決
し
て
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

◇
「
Ｄ
Ｖ
」
と
は
？

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
の
こ
と
で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
人
権
侵
害
で

あ
り
、
犯
罪
と
な
る
行
為
で
す
。

　

殴
る
、
蹴け

る
と
い
っ
た
「
身
体
的
暴
力
」

の
他
に
、
暴
言
を
浴
び
せ
る
、
交
友
関
係
を

監
視
・
規
制
す
る
な
ど
の
「
精
神
的
暴
力
」、

「
性
的
暴
力
」、「
経
済
的
暴
力
」
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

◇
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
ら
？

　

岐
阜
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
や
町
で
は
、

女
性
の
抱
え
る
悩
み
や
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
・
暴
言
で
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
に
お
け
る

安
全
の
確
保
や
自
立
の
た
め
の
情
報
提
供
を

お
こ
な
い
ま
す
。
お
悩
み
の
際
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
緊
急
時
は
、
迷
わ
ず

１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
通
報
先
・
相
談
先

◎
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
４
‐
７
３
７
７

　

平
日
：
午
前
9
時
～
午
後
9
時

　

土
日
祝
：
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
5
時

　

住
所
：
岐
阜
市
下
奈
良
2
丁
目
2
番
1
号

◎
可
茂
県
事
務
所
福
祉
課

　

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
５
７
４
‐
２
５
‐
３
１
１
１

　

平
日
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

�

住
所
：
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井

２
６
１
０
‐
１

◎
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎ 

６
７
‐
２
１
１
１
（
内
線 

２
１
１
４
）

　

平
日
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
１
１
４
）

配
偶
者
や
恋
人
等
か
ら
の
暴
力
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

～
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
～

身体的暴力 殴る、蹴る、首を絞める、物を
投げる、刃物を突き付けるなど

精神的暴力 ののしる、脅す、無視をする、
恥をかかせるなど

性 的 暴 力 性的行為を強要する、避妊に協
力しないなど

経済的暴力 生活費を渡さない、金銭的自由
を与えないなど

社会的暴力
人付き合いを制限する、携帯電
話をチェックする、行動を監視
するなど

子どもに
対する暴力

子どもの目の前で暴力をふるう、
子どもに悪口を言わせるなど

おもなＤＶの内容

 11 月 8 日は「いい歯の日」です
　入れ歯で苦労している人の多くは、「もっと早く
歯の治療をしておけば良かった」とか「もう少し
ちゃんと歯みがきをしていれば良かった」と後悔
されることが多いです。
　残念ながら入れ歯では、自分の歯のようには噛
めません。やはり自分の歯が一番です。
　入れ歯は、痛い、違和感がある、よく噛めない、
総入れ歯では、食べたりしゃべったりすると外れ
る、食べ物の味が変わりおいしくない、話しにくい、
などいろいろと不満を訴えられます。
　入れ歯になる（歯を失う）原因のほとんどは、
むし歯と歯周病です。どちらの病気も予防できま
す。そのためには、早期発見、早期治療が重要に
なります。
　特に歯周病の場合、初期のうちは症状が少ない
のでかなり進行してからでないと気づきません。

　まずは、歯周病検診を受けましょう。「痛くも何
ともないから」「面倒くさいから」と後回しにして
いませんか。
　今ではなく、10 年後 20 年後の
話です。ぜひ、何十年か後に後悔
しないように一生自分の歯でおい
しく食べられるように歯周病検診
を受けましょう。

（情報提供：可児歯科医師会）

＜歯周病検診を受けて大切な歯を守りましょう＞
　20 歳～ 70 歳までの人を対象に、５歳刻みの節
目に歯周病検診を実施しています。（平成 30 年 3
月 31 日時点での年齢）検診期間は平成 30 年 2 月
末までとなりますので早めに受診してください。
■問い合わせ：保健センター
　担当：神

か ん だ

田（内線 2192）

～定期的に歯周病検診を
受けましょう～
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総務防災課防災安全係（内線 2206）

第
35
回 

可
児
・
御
嵩
「
発
明
く
ふ
う
展
」

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

　

9
月
2
日
（
土
）・
3
日
（
日
）
の
2

日
間
、
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
第

35
回 

可
児
・
御
嵩 

発
明
く
ふ
う
展
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
入
賞
者
は
、

次
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
児
童
・
生
徒
の
く
ふ
う
の
部
】

●
特
別
賞
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
可
児
賞
）

　

伊い
と
う藤　

叶か
な
と翔
（
御
嵩
小
学
校
1
年
生
）

●
特
別
賞
（
可
児
金
融
協
会
長
賞
）

　

塚つ
か
だ田　

智ち
ひ
ろ弘

（
伏
見
小
学
校
5
年
生
）

●
特
別
賞
（
可
児
工
業
団
地

　
　
　
　
　
　

管
理
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
）

　

亀か
め
が
い谷　

海か
い
せ
い成

（
御
嵩
小
学
校
5
年
生
）

【
児
童
・
生
徒
の
絵
画
の
部
】

●
特
別
賞
（
御
嵩
町
金
融
協
会
長
賞
）

　

奥お
く
む
ら村　

碧あ
お
と斗
（
伏
見
小
学
校
２
年
生
）

　
　

岐
阜
県
発
明
協
会
可
児
支
会
主
催

▶ 

伊い
と
う藤
叶か
な
と翔
さ
ん

 

モ
ー
タ
ー
つ
き
お
も
ち
ゃ
「
せ
ん
ぷ
う
き
」

■�問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：梅
うめむら

村（内線 2228）

外がどんな天気でも、みんなが楽しく
過ごすことができるように、いつも晴
れて青空になっている青空ドームが
あったらいいなとイメージして描きま
した。

▶ 

塚つ
か
だ田
智ち
ひ
ろ弘
さ
ん

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
づ
く
り

世界遺産に興味があって、その写真
を大きなスクリーンに映したいと
思ってこの作品を作りました。見た
い画像を、スクリーンに映すと、旅
行した気分になれます。

▲ 会場のようす

動くおもちゃが作りたくて、モーター
でくるくる回る扇風機を作りました。
ペットボトルで作ったプロペラがくる
くる回って、涼しい風が来ます。

高齢者生きがい活動支援センター「あっ
と訪夢」のおばあさんやおじいさんが
レクリエーションで使うための道具を
手作りしたいと思って作りました。

▶ 

亀か
め
が
い谷
海か
い
せ
い成
さ
ん

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
世
界
遺
産
の
旅

▶ 

奥お
く
む
ら村
碧あ
お
と斗
さ
ん

 

に
じ
の
青
空
ド
ー
ム

▲ �左から塚田さん、奥村さん ▲ �左から伊藤さん、亀谷さん

みんな素敵な
作品だね！

10



「愛の絵手紙＆一行詩」受賞者が決まりました！

　教育委員会では、「第 15 回愛の絵手紙＆一行詩」の募集をおこないました。
　保育園・幼稚園・学校の協力と、家庭教育学級のみなさんの熱心な取り組みに
より、親子の愛があふれる作品 1,912 点【未就学児作品 219 点、未成年作品 1,568
点、成年作品 125 点】が、町内外から多く寄せられました。
　厳正なる審査の結果、次のみなさんの作品が「にこにこ賞」「ほのぼの賞」「あっ
たか賞」に決まりました。

� ほのぼの賞（未成年の部）�

◎重
し げ た

田 希
の ぞ み

美　（上之郷小 2 年生）

◎立
たちかわ

川ななせ　（上之郷小 6 年生）

◎清
し み ず

水 蒼
そ う す け

介　（御嵩小 1 年生）

◎水
み ず の

野 優
ゆ う か

香　（御嵩小 4 年生）

◎有
あ り く に

国 滉
ひ ろ と

仁　（御嵩小 5 年生）

◎佐
さ の

野 水
み す ず

涼　（御嵩小 5 年生）

◎竹
た け も と

本 有
ゆ う き

輝　（伏見小 4 年生）

◎福
ふ く な が

永 美
み つ き

月　（伏見小 5 年生）

◎井
い ざ わ

澤 　 空
そら

　（上之郷中 1 年生）

◎猪
い の

野日
ひ な こ

向子　（上之郷中 3 年生）

◎伊
い と う

藤 寿
か ず さ

紗　（向陽中 2 年生）

◎吉
よ し だ

田 晃
こ う ま

磨　（向陽中 2 年生）

◎吉
よ し だ

田 李
り ほ

帆　（向陽中 2 年生）

◎川
か わ い

合 麻
ま ひ ろ

裕　（下米田小 6 年生）

◎佐
さ と う

藤 夏
か り ん

凛　（東濃実業高校 1 年生）

◎近
こ ん ど う

藤 綾
あ や ね

音　（東濃実業高校 3 年生）

◎大
お お み や

宮 梨
り な

奈　（東濃実業高校 3 年生）

� にこにこ賞（未就学児の部）�

◎土
つ ち も と

本 和
か ず み ち

導　（みたけ幼稚園 年少）

◎今
い ま い

井 千
ち ひ ろ

尋　（みたけ幼稚園 年中）

◎今
い ま づ

津 颯
そ う た

汰　（みたけ幼稚園 年中）

◎紅
べ に や

谷 瑠
る ね

音　（みたけ幼稚園 年長）

◎新
あ ら い

井 　 唯
ゆい

　（中保育園 年長）

◎須
す み

美 　 梓
あずさ

　（伏見保育園 未満）

◎須
す み

美 寿
か ず ひ ろ

裕　（伏見保育園 年長）

◎三
み わ

輪紗
さ ゆ な

由奈　（山手幼稚園 年中）

■�問い合わせ：生涯学習課生涯学習係
担当：篭

かごはし

橋（内線 2267）
▲ �10 月 7 日（土）、中山道みたけ館でおこなわれた表彰式で

表彰を受けたみなさん

生涯学習課生涯学習係（内線 2267）

� あったか賞（成年の部）�

◎平
ひ ら い

居美
み さ こ

佐子　（美濃加茂市）

◎梅
う め だ

田千
ち え こ

枝子　（坂祝町）

◎塚
つ か だ

田 寿
ひ さ え

恵　（御嵩町伏見）

◎村
む ら し ま

島 涼
り ょ う こ

子　（御嵩町前沢）

◎水
み ず の

野みき子
こ

　（可児市）

◎髙
た か だ

田 和
か ず こ

子　（多治見市）

◎森
も り お

尾 省
せ い ご

悟　（可児市）

▲ �にこにこ賞
　 紅谷さんの作品

▲ �あったか賞
　 村島さんの作品

▲ �ほのぼの賞
　 立川さんの作品

11 ほっと みたけ　2017.11



環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

　町内事業所の環境活動を紹介します

シリーズ　環境モデル都市の取り組み �

　町内の企業・事業所が実施する CO₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　あらゆる看板の製作・設置・販売を承っております。
　昭和 36 年 4 月に旧社名：錦巧社として創業を開始し、昭和 50 年 8 月に株式
会社錦幸社に法人化しました。平成 16 年 10 月に御嵩町と「環境の保全と創造
に関する協定」を締結しています。

■省エネルギー・節電の取り組み

　1：電源を必要としない機械式の掃除機で清掃をおこなっています（写真①）。
　2：人のいない部屋の消灯（節電）を徹底しています（写真②）。
　3：�事業所内の照明機器を、LED 照明に切換えることを段階的におこなってい

ます。また、工場には明かり取りと暖気の排出をするために、天窓（排煙
装置）を設置しています（写真③）。

　4：適正な冷暖房温度を遵守しています。
　5：�現場発生端材やゴミ類も徹底して持ち帰り、撤去品とともに、

工場内で解体分別して回収施設へ搬入しています。

■地域社会への貢献

　1）�自然環境保全への協力…毎年開催される町の美化活動　　
「可児川クリーンキャンペーン」に参加しています。

　　　　株式会社　錦幸社

写真①

写真②

写真③

　
　環境省では、行楽シーズンであり自動車に乗る機会が多く
なるこの 11 月を、「エコドライブ推進月間」と位置付けてい
ます。
　エコドライブとは、燃料消費量や CO ₂ 排出量を減らし、
地球温暖化防止につなげる“運転技術”や“心がけ”です。
お財布にやさしいだけでなく、同乗者が安心できる安全な運
転でもあります。この機会にエコドライブを始めてみません
か？
リーフレット�：�http://www.env.go.jp/air/car/ecodrive/

leaflet/index.html

①ふんわりアクセル「ｅスタート」
②�車間距離にゆとりをもって、加速・減速の

少ない運転
③減速時は早めにアクセルを離そう
④エアコンの使用は適切に
⑤ムダなアイドリングはやめよう
⑥渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
⑦タイヤの空気圧から始める点検・整備
⑧不要な荷物はおろそう
⑨走行の妨げとなる駐車はやめよう
⑩自分の車の燃費を把握しよう

地球とお財布に優しい
　　　　エコドライブを始めよう！

【エコドライブ１０のすすめ】

　11月は “エコドライブ推進月間”

■�問い合わせ：環境モデル都市推進室
　担当：早

はやかわ

川・山
やまぐち

口（内線 2232・2233）
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中山道みたけ館　（☎ 67-7500）／福祉課児童福祉係（内線 2112）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ
～

教
育
の
窓
か
ら

学
校
教
育
編　
　

〜 

上
之
郷
中
学
校 

〜
ま
す
。

　
「
よ
り
良
い
生
き
方
」
に
つ
い
て
、
ご
家

庭
で
も
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん

で
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
：
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

担
当
：
井い

ざ
わ澤　

（
内
線
２
２
６
２
）

　

本
校
は
、『
志
を
も
っ
て
今
を
輝
く
』
生

徒
を
育
む
た
め
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
活
動

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
発
表
し

た
り
書
い
た
り
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

道
徳
の
授
業
で
は
、教
材
や
資
料
を
基
に
、

①
人
物
の
考
え
方
や
行
動
を
理
解
で
き
る

か
、
②
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
二

つ
の
視
点
で
自
分
の
立
場
を
決
め
る
よ
う
な

展
開
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

や
黒
板
で
自
分
の
考
え
の
立
場
を
示
し
て
、

『
な
ぜ
そ
う
考
え
た
の
か
』
を
発
表
し
ま
す
。

　

立
場
の
同
じ
仲
間
や
異
な
る
仲
間
が
そ
れ

に
関
わ
る
意
見
を
出
す
こ
と
で
、
討
論
（
議

論
）
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
を
繰

り
返
し
経
験
す
る
う
ち
に
、
自
分
の
生
き
方

に
つ
い
て
も
自
分
の
意
志
で
決
め
て
い
け
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

行
事
や
学
級
の
歩
み
も
、
道
徳
の
視
点
か
ら

見
つ
め
て
意
識
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
師
も
道
徳

授
業
を
お
こ
な
う
な
ど
の
工
夫
を
続
け
て
い

▶�

資
料
か
ら
、
自
分
の

考
え
の
立
場
を
明
確

に
し
ま
す

学校教育課学校教育係（内線 2262）/ 税務課資産税係（内線 2153）

志
の
芽
を
み
ん
な
で
育
て
る
上
之
郷
中
学
校

◀�

お
互
い
の
考
え
を
聴
き

あ
っ
て
討
論
し
ま
す

人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎�

家
屋
（
住
宅
・
倉
庫
・
店
舗
等
）
を
取

り
壊
し
た
と
き

◎�

未
登
記
の
家
屋
を
所
有
権
移
転
（
売
買
・

相
続
等
）
し
た
と
き

※�

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
町
の
家
屋
課

税
台
帳
が
変
更
さ
れ
ず
、
翌
年
度
以
降

も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
持
ち
物
：
印
鑑

●
届
出
期
限
：
12
月
27
日
（
水
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
資
産
税
係

　

担
当
：
堀ほ

り
え江

（
内
線 

２
１
５
３
）

◆�

住
宅
用
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た

場
合
は
申
告
が
必
要
で
す

　

住
宅
用
地
（
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

や
そ
の
土
地
に
隣
接
し
た
庭
、
自
家
用
駐

車
場
）
は
、
所
有
者
か
ら
の
申
請
で
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
対
す
る
特
例
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
地
の
所
有

者
は
、
土
地
の
利
用
状
況
や
使
用
用
途
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

●
持
ち
物
：
印
鑑

●
届
出
期
限
：
12
月
27
日
（
水
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
資
産
税
係

　

担
当
：
永な

が
せ瀬

（
内
線 

２
１
５
３
）

◆
税
に
関
す
る
説
明
会
（
事
業
所
向
け
）

【�

年
末
調
整
説
明
会
及
び
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
説
明
会
】

●
日
時
：
11
月
16
日
（
木
）

　
【
年
末
調
整
】
午
後
1
時
～
午
後
3
時

　
【
消
費
税
の
軽
減
税
率
】

　
　
　

午
後
3
時
20
分
～
午
後
4
時
50
分

●�

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
‐
１
）

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

�

多
治
見
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
２
４
３

【
所
得
税
の
個
人
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
】

●
日
時
：
11
月
24
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●�

場
所
：
バ
ロ
ー
文
化
ホ
ー
ル　

大
会
議

室　
（
多
治
見
市
十
九
田
町
2
‐
8
）

※�

青
色
申
告
決
算
書
は
、
確
定
申
告
書
に

同
封
し
て
送
付
し
ま
す
（
電
子
申
告
者

を
除
く
）。
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決

算
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

多
治
見
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　

☎ 
０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
１
０
1

◆�

家
屋
を
取
り
壊こ
わ

し
た
ら
、
手
続
き
を
！

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の
現

況
で
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
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まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）／企画課秘書広報係（内線 2222）

区 分
職員数（人） 対前年

増減数平成 28 年 平成 29 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 2 2    　
総 務 44 46 2
税 務 10 11   1
民 生 30 30
衛 生 14 14

農林水産 7 7
商 工 1 1
土 木 14 13 △ 1  
小 計 122 124 2

教育部門 14 13 △ 1   
合 計 136 137 1 

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水 道 7 6 △ 1 
下水道 4 5   1
国 保 3 2 △ 1 

介護保険 5 5  
その他 1 1
小 計 20 19 △ 1

合 計 156 156 0
　

愚
溪
寺
の
創
建
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
応お

う
え
い永

35
年
（
１
４
２
８
）
頃
、
京

都
妙
心
寺
第
五
世
で
あ
る
「
義ぎ

て
ん天

玄げ
ん
し
ょ
う

承
」
に

よ
っ
て
小
泉
庄
青
木
下
郷
（
現
在
の
願
興
寺

西
小
路
の
北
方
、鈴
が
洞
と
呼
ば
れ
る
場
所
）

に
、「
愚ぐ

け
い溪

庵あ
ん

」
と
い
う
草
庵
を
結
ん
だ
こ

と
に
始
ま
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
美
濃
国
守
護
の
斎さ

い
と
う藤

利と
し
な
が永

な
ど
、

時
の
有
力
者
が
土
地
を
寺
領
（
※
寺
の
領
地
）

と
し
て
寄
進
す
る
な
ど
庇ひ

ご護
し
た
こ
と
で
栄

え
ま
し
た
。

　

義
天
玄
承
は
寛

か
ん
し
ょ
う正

3
年
（
１
４
６
２
）
に

没
し
ま
す
が
、
そ
の
後
を
継
い
で
愚
溪
庵
で

修
行
に
励
ん
だ
茂も

り
ん林
祖そ

い
ん陰
の
代
の
永え

い
せ
い世

3
年

（
１
５
０
６
）
に
美
濃
国
守
護
の
土と

き岐
正ま

さ
ふ
さ房

に
よ
り
現
在
の
寺
号
で
あ
る
「
愚
溪
寺
」
を

与
え
ら
れ
、
名
実
と
も
に
臨
済
宗
の
名
刹
と

し
て
の
地
位
が
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

以
後
、
長
く
地
域

の
有
力
者
や
民
衆
か

ら
崇
敬
さ
れ
る
と
と

も
に
、
禅
の
道
と
し

て
多
く
の
者
た
ち
が

こ
の
地
で
修
行
に
励

み
、各
地
へ
と
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
鈴
が
洞
の
地
は
、

山
懐
深
い
谷
あ
い
と
い
う
環
境
に
あ
っ
た

た
め
、
よ
り
拓
け
た
日
当
た
り
良
好
な
地
を

求
め
、
天
保
年
間
（
１
８
３
０
～
１
８
４
４

年
）
に
現
在
の
愚
溪
寺
の
あ
る
地
へ
方
ほ
う
じ
ょ
う丈

（
※
仏
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
、
本
堂
の

役
割
を
担
う
建
物
。
住
職
本
人
を
指
す
場
合
も

あ
る
）
な
ど
が
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
考
：

　
１
４
２
８
年
頃
、
１
４
６
２
年
、
１
５
０
６
年
→
室
町
時
代

　

１
８
３
０
～
１
８
４
４
年 

→
江
戸
時
代

�　

愚
溪
寺
に
つ
い
て
は
全
2
回
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
次
回
は
、愚
溪
寺
『
多
宝
塔
（
二

重
の
塔
）』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

御
嵩
よ
も
や
ま
話

愚
溪
寺
の
起
源
と
歴
史
（
１
）

中
山
道
案
内
人
「
偲し

歴れ
き

会か
い

」
渡わ
た
な
べ辺
幸さ
ち
こ子

▲�齋藤利永が寄進した
山の絵図

▲�茂林和尚の山地寄進状

①

郷
土
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
中
山
道
案
内
人
「
偲し

歴れ

き

か

い会
」

　

御
嵩
町
内
の
史
跡
な
ど
を
巡
り
、
御
嵩
町

を
見
直
し
て
み
よ
う
と
平
成
８
年
に
始
ま
っ

た
「
素
敵
発
見
み
た
け
の
旅
」。

　

こ
の
参
加
者
の
有
志
が
集
ま
り
、
歴
史
の

宝
庫
、
御
嵩
町
を
よ
り
深
く
知
り
た
い
、
と

の
思
い
か
ら
自
主
勉
強
を
始
め
る
グ
ル
ー
プ

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
11

年
に
は
『
み
た
け
偲し

れ
き
か
い

歴
会
』
と
い
う
観
光
案

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ

れ
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　

グ
ル
ー
プ
名
に
は
、
し
の
ぶ
・
思
い
慕
う
・

互
い
に
励
ま
す
と
い
う
意
味
の
あ
る
「
偲
」

の
文
字
か
ら
、
先
人
の
残
し
た
歴
史
を
し
の

び
、
互
い
に
研
鑽
し
て
未
来
を
生
き
よ
う
と

い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
メ

ン
バ
ー
は
19
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
年
間
１
、２
０
０
人
を
案
内

　
『
み
た
け
偲
歴
会
』
と
し
て
は
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
「
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
往う

ぉ
ー
く来
」
で
の
お
も
て
な
し

や
ガ
イ
ド
、教
育
委
員
会
主
催
の
史
跡
案
内
、

小
学
校
の
課
外
学
習
の
ガ
イ
ド
、
そ
の
他
、

町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
案
内
な
ど
、年
間
１
、

２
０
０
人
ほ
ど
の
史
跡
の
ガ
イ
ド
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
現
在
も
月
に
一
回

学
習
会
や
情
報
交
換
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
学
ん
だ
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
熱
意
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　

町
内
の
観
光
ガ
イ
ド
を
ご
希
望
の
人
は
、

10
名
以
上
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
（
内
線 

２
２
３
５
）

　

広
報
紙
『
ほ
っ
と
み
た
け
』
で
は
、「
偲

歴
会
」
の
み
な
さ
ん
が
知
る
、
町
の
歴
史
や

史
跡
の
魅
力
を
「
御
嵩
よ
も
や
ま
話
」
と
し

て
隔
月
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 偲歴会のみなさん
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企画課人事情報係（内線 2224）

　この公表は、平成29年度の御嵩町職員の給与などの実態について概要をお知らせするものです。国や県、
類似団体などの職員の給与情報は、公開され次第、比較ができる情報を町ホームページで公開します。

（注）�退職手当の 1 人あたり平均支給額は、前年度に退職した職員に
支給された平均額です。

【5】職員手当の状況　（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区 分
職員数（人） 対前年

増減数平成 28 年 平成 29 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 2 2    　
総 務 44 46 2
税 務 10 11   1
民 生 30 30
衛 生 14 14

農林水産 7 7
商 工 1 1
土 木 14 13 △ 1  
小 計 122 124 2

教育部門 14 13 △ 1   
合 計 136 137 1 

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水 道 7 6 △ 1 
下水道 4 5   1
国 保 3 2 △ 1 

介護保険 5 5  
その他 1 1
小 計 20 19 △ 1

合 計 156 156 0

（注）�職員数は、一般職に属する職員数であり、地方
公務員の身分を有する休職者・派遣職員などを
含み、臨時または非常勤職員を除いています。

【7】部門別職員数の状況　（各年 4 月 1 日現在）

◎新規採用職員数の状況（平成29年 4月 1日採用）

区 分 職 種 採用者数

大学卒業程度 一般事務職 6 人

区 分 給料月額等 期末手当
（支給割合） 退職手当（算定方式）

町　長
副町長
教育長

給料
708,000 円
594,000 円
552,000 円

4.30 月分
708 千円×在職年数× 500/100
594 千円×在職年数× 300/100
552 千円×在職年数× 240/100

議　長
副議長
議　員

報酬
300,000 円
245,000 円
220,000 円

4.30 月分 ―

【2】職員の初任給の状況　（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区 分 御嵩町 国

一般行政職 大学卒 178,200 円 178,200 円

【3】�職員の経験年数別平均給料月額の状況　（平成29年4月1日現在）

区 分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 30 年
一般行政職 大学卒 265,100 円 353,050 円 385,700 円

【4】特別職の報酬等の状況　（平成 29 年 4 月 1 日現在）

退職手当
　　（支給率）
　勤続 20 年
　勤続 25 年
　勤続 35 年
　最高限度額
　その他の加算措置 … �定年前早期退職特例措置（2％〜 45％加算）
　退職者の平均勤続年数　　31 年
　1 人あたり平均支給額　　16,577 千円

期末・勤勉手当
　（支給割合）　期末手当　2.60 月分／勤勉手当　1.70 月分
　�職制上の段階、職務の級等による加算措置…役職加算 10％～ 15％

自己都合
20.445 月分
29.145 月分
41.325 月分
49.590 月分

定 年
25.55625 月分
34.58250 月分
49.590 月分
49.590 月分

【6】新規採用職員数・退職者数の状況

人事行政の運営、給与等の状況の公表

区 分 職員数（人）
20 歳未満 3

20 歳～ 23 歳 10
24 歳～ 27 歳 19
28 歳～ 31 歳 20
32 歳～ 35 歳 9
36 歳～ 39 歳 15
40 歳～ 43 歳 23
44 歳～ 47 歳 17
48 歳～ 51 歳 12
52 歳～ 55 歳 11
56 歳～ 59 歳 17

60 歳以上 0
合 計 156

（注）�職員数は、町長・副町長・教育長を
除く、一般職の職員数です。

【8】年齢別職員構成の状況　（平成 29 年 4 月 1 日現在）

◎退職者数の状況（平成28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日）

定 年 勧 奨 自己都合 死 亡 合 計

6 人 0 人 2 人 0 人 8 人

【1】�職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.5 歳 301,900 円 349,000 円

（注）�平均給料月額とは、各職種ごとの職員の基本給の平均であり、
平均給与月額とは、給料月額と扶養手当、地域手当、住居手当、
時間外勤務手当など、すべての手当の額を合計したものです。

■問い合わせ：企画課人事情報係　担当：和
わ だ

田（内線 2224）

※�更に詳しい状況を、町ホームページ
で公表しています。
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地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2116)

◆
げ
ん
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
65
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
げ
ん
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
65
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
に
お
住
い
の
65
歳
以

上
の
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
績

に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
換
金
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
す
。

　

介
護
予
防
や
、
健
康
増
進
、
社
会
活
動
や

地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
増
や
し
、
元
気

で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
新
規
登
録
が
必
要
で
す
）

◆
対
象
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

事
前
に
町
の
指
定
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
（
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
指
定
）

※�

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
施
設(

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
老
人
ホ
ー
ム
等) 

で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
対
象
外
で
す
。

げ
ん
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
65

　(

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度)

　
　
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
更
新
に
つ
い
て

◆
ポ
イ
ン
ト
の
取
得

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
後
に
お
渡
し
す
る
ポ

イ
ン
ト
手
帳
に
、
活
動
時
間
に
応
じ
た
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
ま
す
。
30
分
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
１
ポ
イ
ン
ト
、
１
日
４
ポ
イ
ン
ト
ま

で
取
得
で
き
ま
す
。

　

１
ポ
イ
ン
ト
50
円
相
当
で
１
年
間
の
上
限

は
100
ポ
イ
ン
ト
（
５
、０
０
０
円
）
で
す
。

◆�
１
月
か
ら
は
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
新
し
て
く
だ
さ
い

　
「
げ
ん
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
65
」(

高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度)

の
登
録
者

に
現
在
お
渡
し
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
手
帳

は
、
12
月
末
ま
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

来
年
１
月
か
ら
の
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
手
帳

は
、
12
月
か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト
の
換
金
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
中
に
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
換

金
で
き
、
3
月
下
旬
に
指
定
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。
換
金
の
手
続
き
は
、
来
年
1
月

末
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ポ
イ

ン
ト
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
請

期
限
（
1
月
末
）
を
過
ぎ
る
と
換
金
で
き
な

く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

げんきボランティア 65　イメージ図

➡

指定団体での活動 高齢者ボランティア

【業務委託契約】
ボランティアポイント
制度の事務を委託

①ボランティア登録
⑤�年間ポイント換金

申請
　(1 月に手帳提示 )

②
手
帳
交
付

③ボランティア活動

④ポイント ( スタンプ押印 )

団体のボラ
ンティア活
動指定

団体のボラン
ティア活動指
定申請

⑥�ポイントに　
応じ現金振込

役場（保険長寿課） 社会福祉協議会

➡➡➡

 

 げんきボランティア６５ ポイント手帳  

  

平成２９年 御嵩町  

■問い合わせ :
　・御嵩町社会福祉協議会　ボランティアセンター（防災コミュニティーセンター内）
　　☎ 42-8233　担当：長

お さ だ

田
　・保険長寿課高齢福祉係　☎ 67-2111（内線 2116）担当：福

ふ く た

田
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学校教育課学校教育係（内線 2262) ／企画課企画調整係（内線 2227）

自分らしさを
実現できる町

　男女共同参画の具体的な取り組みのひとつに
地域でのボランティア活動があります。
　わたしは、去年の 12 月末に千葉県から御嵩
町へ U ターンで引っ越してきました。
　つくづく、御嵩町はボランティア意識が高い
町だなと感じています。
　84 歳になる義母は、伏見こども食堂、伏見
公民館サロン、長楽荘の食事サービス、その他
さまざまなボランティア活動に積極的に参加し
ています。
　4 か月前、100 歳まで元気に暮らすためには、
家にこもらず、外に出て近所の人と関わりを持

つことが必要と、有志のみなさんの賛同を得て、
月 1 回のサロンを企画しました。このサロンで
は、季節を感じるメニューを決め、五平餅、朴
葉ずしなどを皆で作る活動を続けています。
　積極的に人と関わり行動している姿は、自分
らしく生き生きと暮らしている素敵なお手本で
す。また、徐々に周りの人を巻き込んでいく様
子は、確実に男女共同参画社会を実現している
と感じています。
男女共同参画懇話会委員　鈴

す ず き

木栄
え い こ

子（西町）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：安

あんどう

藤
　（内線 2227）

「ボランティア活動を通じて」
御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

★ 御嵩町教育委員に平井委員が再任されました

▲ 平井信吉委員

　10 月 1 日付けで、平
ひ ら い

井信
のぶよし

吉委員（北切）が御嵩町教育委員に再任されました。
（任期は平成 29 年 10 月～平成 33 年 9 月の 4 年間）

■�問い合わせ：学校教育課学校教育係　担当：井
い ざ わ

澤（内線 2262）

委　員
教育長職務代理者 渡

わたなべ

邉　剛
たけし

（木の下）

委　員 細
ほ そ の

野　政
まさなり

成（東町）

委　員 平
ひ ら い

井　信
のぶよし

吉（北切）

委　員 田
た な か

中　妙
た え こ

子（西之門）

現在の御嵩町教育委員会委員

御嵩町の
教育のために
頑張ります！

【御嵩町公式フェイスブック】
　◎アカウント名：御嵩町役場
　◎フェイスブックページ URL：https://www.facebook.com/mitaketown

【御嵩町公式ツイッター】
　◎アカウント名：御嵩町（@mitaketown）
　◎ツイッター URL：https://twitter.com/mitaketown

　■�問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：土
つ ち や

谷・山
や ま だ

田（内線 2222）
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声 の サ ロ ン

 人口対策について
　当町も15年くらい前には２万人になったことがありました。今は約1万8,500人位になってしまいました。
　全国的に見ても減っていますが、これから先大変になってくると思います。少子高齢化を放っておいては
だめだと思います。そこで提案ですが、今未婚者が増えています。結婚したくてもできない人がいるかもし
れません。　御嵩でも積極的に出会いの場を推進されてはいかがでしょうか？子どもが増えなければ何とも
なりません。広報にも掲載するとよいかと思いますが。（男性）

〜社会福祉協議会で婚活イベントを開催しています〜

　今回ご提案いただいた結婚支援について、結婚相談所開設や婚活支援のためのイベント等、出会いの場
を提供する事業は御嵩町としてはおこなっておりませんが、御嵩町社会福祉協議会において、年に一度、
婚活イベントを実施しており、今年で 7 回目の開催となります。こちらのイベントは毎年満員での実施と
なっており、実績としましては、成婚までの情報を入手することはできませんが、カップルの成立は昨年
2 組、一昨年 4 組となっております。
　ご意見をいただきましたとおり、御嵩町の人口は平成 7 年をピークに年々減少しています。現在、全国
的に未婚者の増加、晩婚化が言われておりますが、御嵩町においても、全国的な傾向にあてはまると考え
ております。今後は、出会いの場を提供するような事業を可能な限り検討していきたいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答：福祉課）

 防災無線の放送について
　防災無線は 1 回しか放送されませんが、あっと気づいて放送に耳を傾けても最初の放送内容は終わってい
ることが多く、聞き逃してしまうことが多いので、1 回の放送で 2 回は繰り返してほしいです。
　老人の心からのお願いです。老人の湯飲み会でも良く耳にすることなので一考してもらいたいです。（匿名）

〜放送内容が多いため、１回とさせていただいています〜

　現在、防災行政無線による定時放送は、朝、昼、夕の３回おこなっていますが、１日あたりの放送件数
が大変多い状況にあります。１回の放送時間を５分以内を目安として放送しているため、繰り返し放送す
ることは非常に困難な状況です。
　なお、行事やイベントなど通常のお知らせについては、開催日の数日前より複数回放送していますので、
ご理解いただきますようお願いいたします。
　今回お便りいただいた内容も参考にさせていただき、住民のみなさまに分かりやすい放送業務に努めて
まいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答：総務防災課）

　広報８月号で「あなたの声を町政に」と題して町へのご意見・ご提案などをいた
だく葉書を送付しましたところ、みなさんから貴重なご意見をいただきました。
　みなさんからのご意見の一部について、町として現在の状況や、今後の方針など
についてお答えさせていただきます。
　今後もご意見を受け付けておりますので、8 月号に同封した葉書などをお寄せくだ
さい。なお、お便りには、住所、氏名などの記入にご協力下さい。

あなたの声を町政に

住民環境課課ふれあい住民係（内線 2103）
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� 保健センターだより � ■問い合わせ：保健センター
　☎ 67-2111　ＦＡＸ 67-2118

⦿�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。
　受付時間：8：30 ～ 17：15

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00 ～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談 12 月 4 日（月）

　　　13：30 ～ 15：30
⦿��申込期限：相談日の午前中まで
�＜予約制：定員 3 名＞

◆�乳がん検診、子宮頸がん検診対象のみなさんへ…
　対象者には、検診票を送付しています。有効期限は、平成 29 年 12 月 30 日（土）までです。
　�早めに指定病院に予約して検診を受けてください。
　※有効期限内に予約が取れない場合は全額自己負担となりますので、ご注意ください。

★予防接種　
予防接種名 日にち／受付時間 対 象 申込方法 開催場所

BCG 12 月 5 日（火）
13：00 ～ 13：20�

◎平成 29 年 5 月生まれ
◎ 1 歳未満で未接種 申込不要 保健センター

麻しん風しん
混合 1 期

12 月 11 日（月）
13：30 ～ 14：00

◎平成 28 年 11 月生まれ
◎ 2 歳未満で 1 期未接種 ⦿��申込期間：11 月 27 日（月）

～ 12 月 1 日（金）
＜予約制：定員各 10 名＞

たはら心臓
血管クリニック麻しん風しん

混合 2 期

◎�平成 23 年 4 月 2 日生まれ～
平成 24 年 4 月 1 日生まれ

◎ 2 期未接種

水痘
（みずぼうそう）

12 月 20 日（水）
13：30 ～ 14：00 ◎ 1 歳から 3 歳未満で未接種

⦿��申 込 期 間：12 月 4 日（ 月 ）
～ 12 月 8 日（金）

＜予約制：定員各 20 名＞
御嵩クリニック

不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへお問い合わせください。

★母子保健
行事名 日にち／受付時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30 妊婦

保健センター

育児相談 12 月 22 日（金）／受付   9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談 12 月 5 日（火）／受付 13：45 ～ 14：00 平成 29 年 5 月生まれ

10 か月児相談 12 月 11 日（月）／受付   9：15 ～ 9：45 平成 29 年 1 月生まれ

乳児健診 12 月 21 日（木）／受付 13：15 ～ 13：30 平成 29 年 7 月・8 月生まれ

3 歳児健診 12 月 14 日（木）／受付 13：15 ～ 13：30 平成 26 年 10 月・11 月生まれ
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★新たに株式会社十六銀行と森林づくり協定締結！
　企業と行政が協働して森林づくりを進める「企業との協働によ
る森林づくり活動」の協定を、株式会社十六銀行と岐阜県、御嵩
町の３者により締結し、その締結式が 9 月 27 日（水）におこな
われました。
　株式会社十六銀行は御嵩町中切地内他の町有林 6．71ha を

「じゅうろくの森“みたけ”」として活動していく予定です。
　秋

あ き ば

葉和
かずひと

人取締役常務執行役員は「本行は今年で創業 140 周年
を迎えます。これをキックオフとして地域の森林整備に積極的に
貢献したい」と語られました。町では同様の協定を株式会社岐阜
造園、アサヒビール株式会社、東邦ガス株式会社、東海化成工業
株式会社と締結しており、今回で 5 社目となります。
協定期間：平成 35 年 3 月まで

　★瑞浪市と越境避難に関する協定を締結！
　御嵩町は瑞浪市と越境避難に関する協定を 9 月 28 日（木）
に締結しました。
　この協定は、災害が発生またはその恐れがある場合に、御嵩
町と瑞浪市の住民が両自治体の境界を越えて避難所に避難でき
るようにするものです。
　両市町の境界周辺には土砂災害警戒区域が広く分布してお
り、たびたび土砂崩れが発生するなど住民が安全に避難できる
場所の確保が必要とされていました。
　今回の協定締結にあたり、渡邊町長は「瑞浪市との絆が深まっ
た。住民の安全・安心確保のため、避難場所の選択肢が広がっ
たことは大変ありがたい」と感謝を述べました。

　★名鉄広見線沿線で大賑わい !! 御嵩あかでんランド♪
　9 月 24 日（日）に１日限定の遊園地「御嵩あかでんランド」
が開催されました！
　このイベントは、名鉄広見線沿線を遊園地に見立て、地
域の魅力を広めるため、住民主体の実行委員会が実施しま
した。開催まで幾度かワークショップや打合せを重ね、昨
年に引き続き 2 回目の開催となりました。
　町民のみなさんをはじめ、可児市や美濃加茂市、遠くは
愛知県からも参加があり、総勢 428 名の参加者で大賑わい
となりました。
　今年は新たに「J

じ ょ ぶ

OB　K
き っ ず

IDS」という子ども向けの職業体
験アトラクションがおこなわれ、子どもたちは警察官、消
防士、銀行員、郵便局員、大工さん、自動車整備士、自衛
隊員の仕事を体験しました。
　富加町から参加された人は、「とても楽しかっ
た。企画数が多くて良かった。若い人がとても
頑張っていることに感動した。これからも頑張っ
て下さい」と応援の声をいただき、愛知県犬山
市から参加された家族は、「広見線の旅楽しかっ
たです。来年も来たいです」と笑顔で語ってく
れました。

▼ �左から渡邊町長、十六銀行取締役常務執行役員　秋
あ き ば

葉和
かずひと

人氏、
岐阜県林政部次長　平

ひ ら い

井 實
みのる

氏

▼ �左から水
み ず の

野光
こ う じ

二瑞浪市長、渡
わたなべ

邊町長
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　親子でたのしく学ぶ！
～平成 29 年度乳幼児期家庭教育学級活動の紹介～
　御嵩町の乳幼児期家庭教育学級では 1 ～ 3 歳の子を持つ
家庭が、親子で子育てやしつけについて学んだり、悩みを
話し合ったりする場、自らを振り返る場として、毎月お母
さんたちが計画し、楽しく開催しています。
　今年度は初めて主任児童委員さんのお声かけで「上之郷小学校見学」を開催し、
教頭先生のお話を聞いたり、校舎内や授業の様子を見せていただきました。
　学級生からは「のびのびと生活している姿が印象的でした」や、「先生との距離が
近くていいと思いました」など、我が子の成長を重ねて見学されていました。
　その他、御嵩町 ALT の先生による「英語で遊ぼう」や交通安全指導員さんの「交
通安全教室」、子ども用品のリサイクルバザー、各幼稚園保育園見学など、それぞれ
子育てのヒントになっています。
　12 月には乳幼児学級合同の『クリスマス会』があり
ます。お楽しみコンサートやサンタさんからのプレゼン
トなど楽しいことがいっぱいです！ぜひご参加くださ
い。対象年齢のお子さんがおられ、まだ入級されていな
い方は一度遊びに来てください。
　詳しくは、ほっとみたけ内の乳幼児期家庭教育学級だ
より 28 ページをご覧くださいね。

家庭教育

 学　級 

　★陸上競技（1，500 ｍ）で全国大会へ出場！
　「第48回ジュニアオリンピック陸上競技大会」（10
月 27 日から、横浜市で開催）への出場が決まった
共和中学校１年生の柏

かしわぎ

木康
こうすけ

介さん（新町）が、9 月
27 日（水）役場を訪れ、全国大会の出場報告をお
こないました。柏木さんは、岐阜県ジュニア陸上競
技大会の 1,500 ｍに出場して優勝しており、全国大
会への目標は、「良いタイムを出して決勝へ進出し
たい」と語りました。
　渡邊町長は、「高いレベルの試合に出場すると、
さらにいいタイムが期待できますね。ぜひ自分の力
を出し切ってください」と激励しました。

　★サッカーで全国大会へ出場！
　「第 17 回全国障害者スポーツ大会」（10 月 28 日か
ら、松山市で開催）への出場が決まった井

いのもと

元郁
ふ み や

也さん（伏
見台）と、可茂特別支援学校高等部３年生の小

お ぐ り

栗颯
そ う た

太
さん（共和台）が、9 月 27 日（水）役場を訪れ、全
国大会の出場報告をおこないました。
　井元さんはキーパー、小栗さんはサイドバックの選
手で、井元さんは「多く試合がしたい」、小栗さんは「バッ
クから縦のパスを繋げていきたい」と語りました。
　渡邊町長は、「この出場をいい経験にして、次につな
げていってください」と激励しました。

▲ 伏見学級「リサイクルバザー」

▲ 中学級「交通安全教室」

▲ みかん学級「上之郷小見学」

▼ みかん学級「英語で遊ぼう」

▼ �左から小栗さん、渡
わたなべ

邊町長、井元さん
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◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会
（
借
金
問
題
）

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、毎
月
、「
多
重
債
務
無
料
相
談
会
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。悩
ん
で
い
る
人
は
、

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
11
月
17
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎

　

�（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
２
６
１
０
‐
１
）

●
相
談
員
・
相
談
料
：
弁
護
士
（
相
談
無
料
）

●
相
談
方
法
：

　

①�

面
接
相
談 

… 

30
分
、
事
前
予
約
制

　
　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
11
月
16
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

　

②�

電
話
相
談 

… 

当
日
、
時
間
内
に
直
接
、

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
相
談
先
／�

問
い
合
わ
せ
：

　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
０
０
３

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談

　

県
で
は
、
毎
月
、「
交
通
事
故
巡
回
相
談
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
11
月
10
日
（
金
）
※
毎
月
第
2
金
曜

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●�

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎

　

�（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１ 

）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
事
前
予
約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
11
月
9
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者の
SOS の声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。

※ 12 月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

人権相談 12 月 8 日（金） 午後 1 時〜午後 4 時 役場北庁舎
2 階第 3 研修室

人権擁護委員による相談で
す。気軽にお出かけください。

障がい者相談 11 月 2 日（木） 午後 1 時〜午後 3 時 役場北庁舎
2 階第 3 研修室

障がい者相談員による相談で
す。気軽にお出かけください。

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8 時 30 分〜
午後 5 時 15 分

役場本庁舎
1 階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 3 金曜日　午前 10 時～午後 3 時は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 11 月 28 日（火） 午後 1 時 30 分〜
午後 3 時 30 分

役場北庁舎
2 階第 3 研修室

法律相談（弁護士） 11 月 24 日（金）  午後 3 時〜午後 7 時 役場北庁舎
2 階教育会議室

 �要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8 名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く） 午前 9 時〜午後 5 時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9 時〜午後 5 時 中公民館
1 階相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　●�相談日：日曜～木曜日・第 1・3 土曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 5 時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

11 月の相談日
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� �リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
11 月はありません
12 月の開催日：3 日（日）
時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場 駐車場（庁舎裏側）

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時
場所：あゆみ館（新木野）

� � 分別収集
　�収集時間については、朝方の 1 時間程

度です（例：午前 7 時～午前 8 時）。　
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

11 月 22 日（水）
12 月 20 日（水）

中 11 月 24 日（金）
12 月 22 日（金）

伏　見 11 月 21 日（火）
12 月 19 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

11 月　 5 日（日）
12 月　 3 日（日）

中
伏　見

11 月 19 日（日）
12 月 17 日（日）

ご み 収 集
� � 不燃ごみ（金物類・ガラス類）
� � 粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

11 月 7 日（火）
11 月 21 日（火）
12 月 5 日（火）
12 月 19 日（火）

中
伏　見

11 月 2 日（木）
11 月 16 日（木）
12 月 7 日（木）
12 月 21 日（木）

※不燃ごみの集積所に出してください

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
11
月
の
祝
日
に
診
療
可
能
な

歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

11
月
3
日
（
金
）
：
西
可
児
歯
科
医
院

　

可
児
市
帷
子
新
町　

☎ 

６
５
‐
１
０
１
０

　

11
月
23
日
（
木
）
：
佐
村
歯
科

　

可
児
市
土
田　

 

☎ 

２
７
‐
１
７
３
１

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●�

受
付
時
間
：�

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線 

２
１
９
２
）

お
知
ら
せ

◆�
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

【
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す
】

　

お
手
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
、平
成
29
年
11
月
30
日
（
木
）

で
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
11
月
中
旬

～
下
旬
に
、
簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
ま

す
。
12
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
希
望
を
表
示
す

る
シ
ー
ル
と
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
記
入
欄

を
覆
う
保
護
シ
ー
ル
を
同
封
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【『
国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
』
は
来
年
1
月
に
送
付
し
ま
す
】

　
「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
」
は
、
来
年
１
月
に
送
付
し
ま
す
。
年
末

調
整
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
を

知
り
た
い
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
交
付

に
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
長
寿
課
国
保
年
金

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係

担
当
：
大お

お
の野
（
内
線 

２
１
０
９
）

情 報 ガ イ ド

■��

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
１

く
ら
し

◆
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
11
月
30
日
（
木
）
で
す
。

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金�

3
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税�
8
期
分

○
介
護
保
険
料�
11
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

5
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

10
月
分

（
口
座
振
替
日　

11
月
27
日
）

○
保
育
料�

11
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

11
月
分

◆
資
源
回
収

【
上
之
郷
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

●
日
程
：
11
月
25
日
（
土
）

※
予
備
日
：
11
月
26
日
（
日
）

◆
国
民
年
金
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

【『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
発
行
さ
れ
ま
す
】

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調
整
、
確
定

申
告
、
住
民
税
の
申
告
で
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
（
そ
の
年
の
1
月
1
日

～
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
）。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添

付
が
必
要
で
す
。
控
除
証
明
書
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
し
ま
す
。
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

10
月
1
日
～
12
月
31
日
の
間
に
、
今
年
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

翌
年
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎ 

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
「
０
５
０
」
で
始
ま
る
電
話
か
ら
か
け
る
場
合

　

☎ 

０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５
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◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

催
　
し

◆
可
児
農
業
祭

　

御
嵩
町
・
可
児
市
・
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
共
催

で
、『
見
つ
め
直
そ
う
！
可
児
の
農
業
』
を

テ
ー
マ
に
、「
第
36
回 

可
児
農
業
祭
」
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
11
月
19
日
（
日
）

　

午
前
8
時
～
午
後
2
時

●�

場
所
：
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

(

可
児
市
川
合)

●�

内
容
：
農
産
物
等
の
販
売
、
展
示
、
催
し

も
の
な
ど　

※
今
年
度
は
試
食
コ
ー
ナ
ー

及
び
無
料
配
布
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

●�
駐
車
場
：
会
場
内
の
駐
車
場(

300
台
程

度)
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ご
来
場
の
際

は
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
臨
時
駐
車
場
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
路

上
駐
車
は
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

●�

臨
時
駐
車
場
：
可
児
市
役
所(
250
台)

、
可
児

Ｊ
Ａ
会
館(

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
広
見
支
店
100
台)

、

川
合
大
橋
南
パ
チ
ン
コ
店
舗
跡
地(
200
台)

●�

主
催
：
可
児
農
業
祭
実
行
委
員
会(
Ｊ
Ａ

め
ぐ
み
の
、
御
嵩
町
、
可
児
市)

■�

問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
業
振
興
係

　

�

担
当
：
服は

っ
と
り部
（
内
線 

２
１
６
３
）

　

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の 

☎ 

６
２
‐
３
７
０
６

◆
東
濃
高
校
強
歩
大
会

　

東
濃
高
校
で
は
生
徒
に
よ
る
強
歩
大
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。
沿
道
の
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

広　

告

◆
ご
存
知
で
す
か
？
「
検
察
審
査
会
」　

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯
罪
の

被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
け

れ
ど
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人

の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

相
談
先
／
問
い
合
わ
せ
：
多
治
見
検
察
審

査
会
事
務
局
（
岐
阜
地
方
裁
判
所
多
治
見

支
部
内
）

　
（
多
治
見
市
小
田
町
1
丁
目
２
２
番
地
の
１
）

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
８
４
２

◆
不
適
正
森
林
開
発
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

可
茂
農
林
事
務
所
で
は
、「
不
適
正
森
林

開
発
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

●�

期
間
：
11
月
1
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

●�

内
容
：
不
適
正
森
林
開
発
の
防
止
に
関
す

る
啓
発
、
お
よ
び
「
不
適
正
森
林
開
発

１
１
０
番
」
の
設
置
を
お
こ
な
い
ま
す
。

森
林
内
に
入
っ
た
と
き
、
不
審
な
〝
立
木

伐ば
っ
さ
い採
〟〝
建
築
物
〟〝
掘く

っ
さ
く削
〟
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

通
報
先
／
問
い
合
わ
せ
：
不
適
正
森
林
開

発
１
１
０
番

　
（
可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課
内
）

　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
（
内
線 

４
２
６
）
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●
場
所
：
中
公
民
館　

3
階 

ホ
ー
ル

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
篭か

ご
は
し橋
（
内
線 

２
２
６
7
）　

◆
御
嵩
町
ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会

　
「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て

　
　
　
　

～
教
育
こ
そ
人
生
を
変
え
る
～
」

　

町
で
は
ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

●�

日
時
：
12
月
9
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
（
予
定
）

●
定
員
：
２
０
０
名　

※
入
場
無
料

●
講
師
：
羽は

や
ま山

千ち
ひ
ろ尋

さ
ん

●
場
所
：
中
公
民
館　

3
階 

ホ
ー
ル

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
山や

ま
だ田

（
内
線 

２
２
６
８
）　

◆
わ
い
わ
い
館
マ
ル
シ
ェ

　

わ
い
わ
い
館
で
は
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
無
料
配
布
な
ど
内

容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
：
12
月
3
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
：
御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館

●�

内
容
：
①
東
濃
実
業
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

②
豚
汁
な
ど
の
無
料
配
布

③�

焼
き
イ
モ
、
み
た
け
の
え
え
も
ん
な
ど
の

販
売
ほ
か

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館

　

☎ 

４
２
‐
８
５
８
０

広　

告

※広告内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

情 報 ガ イ ド

●�

日
時
：
11
月
17
日
（
金
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

●�
区
間
：
約
15
㎞

　

�
学
校
‐
井
尻
‐
綱
木
‐
前
沢
‐
謡
坂
‐
小

原
公
民
館
‐
井
尻
‐
学
校

■�

問
い
合
わ
せ
：
東
濃
高
等
学
校

　

☎ 

６
７
‐
２
１
３
６

◆
成
人
式

　

町
で
は
、新
成
人
の
門
出
を
祝
う
た
め
に
、

成
人
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
日
時
：
平
成
30
年
1
月
7
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～

●
場
所
：
中
公
民
館

●�

対
象
：
平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

★
転
出
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

他
市
町
村
に
住
民
票
を
移
し
て
い
る
人
で

御
嵩
町
の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
11
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
期
日
以
降
に
連
絡
を

い
た
だ
い
た
場
合
、
当
日
お
渡
し
す
る
名
簿

に
氏
名
が
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
山や

ま
だ田
（
内
線 

２
２
６
８
）

◆
第
32
回
御
嵩
町
音
楽
祭

　

町
で
は
町
内
で
音
楽
活
動
さ
れ
て
い
る
み

な
さ
ん
や
町
内
小
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の

発
表
の
場
と
し
て
、音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～　

※
入
場
無
料
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講
　
座

◆�

わ
く
わ
く
体
験
館　

講
座

　
「
ガ
ラ
ス
で
作
る
お
雛
様
」

　

1
吹
き
ガ
ラ
ス
の
お
雛
様

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法
で
、
お
雛
様
を
作
り

ま
す
。
台
付
き
。

●�

日
に
ち
：
①
12
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

②
12
月
11
日
（
月
）

●�

時
間
：
①
、
② 

午
前
9
時
～
正
午

●�

定
員
：
①
、
② 

各
8
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　
　

3
、
5
０
０
円

　

2
「
ト
ン
ボ
玉
の
お
雛
様
」

　

ト
ン
ボ
玉
の
技
法
で
、
お
雛
様
を
作
り
ま

す
。
台
、
屏
風
、
ケ
ー
ス
付
き
。

●�

開
催
日
：
①
12
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

②
12
月
11
日
（
月
）

●�

時
間
：
①
、
② 

午
前
9
時
30
分
～
正
午

●�

定
員
：
①
、
② 

各
10
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　

4
、
0
０
０
円

　

1
～
2
共
通

●��

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

●�

対
象
：
一
般
成
人

●��

申
込
期
限
：
11
月
26
日
（
日
）

●�

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体
験

館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

◆
地
域
子
ど
も
教
室
（
御
嵩
公
民
館
）

　

和
凧
を
作
っ
て
飛
ば
し
ま
す
。

【
和
凧
作
り
】

●�

日
時
：
12
月
9
日
（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

●
材
料
費
：
１
０
０
円

　

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

【
凧
あ
げ
大
会
】

　

凧
あ
げ
大
会
で
高
く
飛
ん
だ
子
は
表
彰
が

あ
り
ま
す
。

●�

日
時
：
平
成
30
年
1
月
13
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
正
午

●
参
加
費
：
無
料

【
共
通
】

●
定
員
：
20
名
（
中
学
生
以
下
）

●�

申
込
期
限
：
12
月
5
日
（
火
）

●
場
所
：
御
嵩
公
民
館

●�

申
込
方
法
：
御
嵩
公
民
館
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■�
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
公
民
館　

☎ 
６
７
‐
０
５
０
７

◆
福
祉
フ
ェ
ア
開
催

　

多
治
見
・
春
日
井
・
瀬
戸
・
名
古
屋
東
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
合
同
福
祉
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
11
月
22
日
（
水
）

　

午
後
1
時
～
午
後
４
時　

※
予
約
不
要

●
場
所
：
落
合
公
園
体
育
館

　
（
愛
知
県
春
日
井
市
東
野
町
）

●�

参
加
予
定
企
業
：
介
護
職
な
ど
福
祉
分
野

の
募
集
を
す
る
事
業
所　

約
36
社

●�

内
容
：
会
社
説
明
・
担
当
者
と
の
面
談
・

介
護
体
験
や
介
護
用
品
の
紹
介
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
３
３
８
３

◆�

わ
く
わ
く
体
験
館　

展
示

　

ガ
ラ
ス
工
芸
作
品
展
２
０
１
7

　

わ
く
わ
く
体
験
館
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
、
吹
き
ガ
ラ
ス
、
ト
ン
ボ

玉
講
座
の
受
講
生
と
講
師
の
作
品

約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

期
間
：
11
月
16
日
（
木
）
～　

11
月
19
日
（
日
）

●
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
6
時

　

※
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で

●�

会
場
：
可
児
市
創
造
文
化
セ
ン

タ
ー　

美
術
ロ
フ
ト

�

■�

問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体
験

館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

情 報 ガ イ ド

募
　
集

◆
農
地
中
間
管
理
事
業
貸
付
希
望
農
地

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
新
し
い
農
地

の
貸
し
借
り
の
し
く
み
で
、｢

農
地
中
間
管

理
機
構｣

が
農
地
の
中
間
の
受
け
皿
と
な
り
、

耕
作
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
農
地

を
機
構
が
借
り
上
げ
、
担
い
手
が
ま
と
ま
り

の
あ
る
形
で
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
農

地
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
う
事
業
で
す
。

◎
農
地
の
借
受
条
件
な
ど

○�

対
象
農
地
は
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

と
な
り
ま
す
。

○�

利
用
が
著
し
く
困
難
な
遊
休
農
地
や
、
受

け
手
が
見
込
ま
れ
な
い
農
地
は
借
り
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

○�

機
構
へ
の
貸
付
期
間
は
、
概
ね
10
年
以
上

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

○�

農
地
の
貸
付
先
の
決
定
は
、
機
構
に
一
任

と
な
り
ま
す
。

○�

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
農
地

の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
た
場
合
、
要
件

を
満
た
す
農
地
の
出
し
手
な
ど
に
対
し

て
協
力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●�

申
込
方
法
：
農
林
課
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
農
林
課
に
直

接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
農
林
課

　

農
業
振
興
係　

担
当
：
渡わ

た
な
べ辺

　
（
内
線 

２
１
４
１
）
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◆
「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
」

生
徒
募
集

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

【
推
薦
採
用
試
験
】

◎�

受
付
期
間
：
11
月
1
日
（
水
）
～

12
月
1
日
（
金
）

◎�

試
験
日
：
平
成
30
年
1
月
6
日
（
土
）
～

8
日
（
月
・
祝
）
の
間
の
指
定
す
る
1
日

◎��

応
募
資
格
：
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、

17
歳
未
満
の
中
学
校
卒
業
男
子
（
平
成
30

年
3
月
卒
業
見
込
み
含
む
）
で
、
学
校
長

の
推
薦
が
得
ら
れ
る
も
の

【
一
般
採
用
試
験
】

◎�

受
付
期
間
：
11
月
1
日
（
水
）
～

平
成
30
年
1
月
9
日
（
火
）

◎
1
次
試
験
日
：
平
成
30
年
1
月
20
日
（
土
）

◎�

応
募
資
格
：
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、

17
歳
未
満
の
中
学
校
卒
業
男
子
（
平
成
30

年
3
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

※�

志
願
書
類
は
、
自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事

務
所
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
も
募
集
中
で
す
。

◎�

応
募
資
格
：
応
募
資
格
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
）

◎�

受
付
期
間
：
随
時
受
付

※�

試
験
日
や
、
試
験
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　
（
可
茂
総
合
庁
舎
４
階
）

　

☎ 

２
５
‐
７
４
９
５

◆
小
規
模
特
認
校
制
度
に
よ
る
上
之
郷

　
　
　

小
学
校
へ
の
入
学
・
転
学
者
募
集

◎
小
規
模
特
認
校
と
は
…

　

学
校
の
特
色
を
理
解
し
、「
小
規
模
な
学

校
で
学
び
た
い
、
学
ば
せ
た
い
」
と
い
う
希

望
者
が
、
条
件
を
満
た
せ
ば
小
規
模
特
認
校

と
し
て
指
定
さ
れ
た
学
校
に
町
内
全
域
か
ら

転
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
の
募
集

●
募
集
人
数
：
新
１
～
６
年
生
の
若
干
名

●�

就
学
条
件
：
次
の
事
項
を
す
べ
て
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

１
．�

児
童
が
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
住
予
定

で
あ
る
こ
と

２
．�

通
学
が
保
護
者
の
責
任
と
負
担
で
お
こ

な
え
る
こ
と

３
．�
原
則
卒
業
ま
で
就
学
で
き
る
こ
と

４
．�
上
之
郷
小
学
校
の
教
育
活
動
に
賛
同･

協
力
で
き
る
こ
と

●�

募
集
受
付
：
11
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

　

＊�

期
間
内
に
小
規
模
特
認
校
転
学
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（�

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
役

場
学
校
教
育
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
）

＊�

転
学
申
請
さ
れ
た
人
を
対
象
に
親
子
で
面

接
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
後
日
保
護
者

宛
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

●�

転
入
学
決
定
：
12
月
下
旬
に
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課　

担
当
：
安あ

ん
ど
う藤

　

☎
６
７
‐
２
１
１
１
（
内
線 

２
２
６
３
）

　

※
上
之
郷
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://kam
inogosyo.com
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ると電波の届かないエリアでも放送を聴くことができます。緊急情報の文字配信
もしています。
■問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：土

つ ち や

谷（内線 2200）
　FM らら　☎ 50-2080

※�スマートフォン用無料
アプリのダウンロード
はこちらから　↓

FM らら専用
ＱＲコード
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11 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

  6 日（月）、13 日（月）、20 日（月）、
21 日（火）、24 日（金）、27 日（月）

◆ おとなのシネマシアター
　「父の詫び状」
◦日時：11 月 19 日（日）
　午後 2 時〜午後 3 時 30 分
◦場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。
　11 月はおもしろい本を紹介します。
◦�日時：11 月 11 日（土）　・25 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 30 分
◦場所：おはなしのへや
　※ 11 月 4 日はお休みです

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
◦�日時：11 月 14 日（火）・28 日（火）
　午前 10 時 30 分〜午前 11 時
◦場所：おはなしのへや

◆ 郷土館　特別展
　「天台宗大寺山 願興寺所蔵
　　重要文化財　十二神将展
　　- 本尊薬師如来の眷属 -」
◦�期間：12 月 17 日（日）まで
◦場所：2 階 特別展示室

◆ 中山道みたけ館　ミニ展示
　「大人が読む絵本展」
　子どもの時とはまた違った感動
を得られる絵本。絵本の世界の奥
の深さを感じてみてください。
◦��期間：11月23日（木祝）まで
◦�場所：1 階 エントランスホール

◆ キッズシアター
　「�つるにのって
　　　　　　ともこのぼうけん」
◦日時：11 月 18 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 30 分
◦場所：1 階 研修室

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「機織り作品展」
　ぬくもりを感じる手織りの小物を
展示します。
◦�期間：11 月 5 日（日）～ 17 日（金）
◦場所：商家竹屋　主屋
◦協力：みたけ手織り工房

　「手芸作品展」
　パッチワークの小物や押し絵など
の作品を展示します。
◦�期間：12 月 3 日（日）～ 16 日（土）
◦場所：商家竹屋　主屋
◦協力：すみれ会

★ ★　11 月の予定　★ ★

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
　御嵩町御嵩 1389 番地 1
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704
　御嵩町御嵩 1406 番地

中 山 道
み た け 館
開
館
時
間

　

※� 対象者 … H29 前期組：平成 28 年 10 月 ～ 平成 29 年 3 月生まれ
 　　　　　  H29 後期組：平成 29 年  ４月 ～ 平成 29 年 9 月生まれ・・・☆ただいま、後期組学級生募集中！

　　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：渡
わ た べ

部（内線 2267）
                                    　E メール :katei@town.mitake.lg.jp

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間作りを目的とした『乳幼児期家庭
教育学級』を設置しています。今月は次の講座を各地区でおこないます。ぜひご参加ください。

　11 月 4 日（土）午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分に乳幼児合同『家族学級』を予定しています。「中
なかせんどう

山道　
往
うぉーく

来」とコラボして親子で一緒に電車に乗ったり、ウォークラリーをして御嵩の秋を見つけよう！

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容

みかん
（上之郷・御嵩）学級 11 月 22 日（水）

午前 10 時
～

午前 11 時
　　　30 分

防災コミュニ
ティーセンター 消防車見学・クリスマス会準備

中学級 11 月 29 日（水） 中公民館 お買いものごっこ・クリスマス会準備

伏見学級 11 月 16 日（木） 伏見公民館 リサイクルバザー・クリスマス会準備

0 歳児学級「あいあい」
（Ｈ 29 前期組） 11 月 13 日（月） 保健センター 子育て交流会 ( サポーターや仲間と

サロンで交流しよう )
0 歳児学級「あいあい」

（Ｈ 29 後期組） 11 月 20 日（月） 保健センター 子育て講話
「みんなちがってみんないい」
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＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
11 月 8 日（水）ひよこタイム
　　　　　　「かぼちゃのおやつ作り」
� 午前 10 時 30 分～
11 月 11 日（土）ルームプレート作り
� 午後 1 時 30 分～
11 月 18 日（土）クリスマスグッズ作り
� 午後 1 時 30 分～
11 月 22 日（水）ひよこタイム
　　　　　　「クリスマスグッズ作り」
� 午前 10 時 30 分～
11 月 14日（火）：職員研修のため休館

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 11 月の予定★★

 み
んなの笑顔が集う場所

小

参

… 小学生以上

館童児
あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2

ぽっぽかん

申

参

申

参小

参

☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　平成 29 年度の親子教室の申し込み受付中。ぽっぽか
んへお申込みください。※町内在籍親子対象
　　

★“せいさく広場”親子で一緒に簡単な工作を楽しもう
　工作の内容「ポンポンひこうき」
　◆日時：① 11 月 15 日（水）・② 11 月 22 日（水）
　　午前 10 時 30 分～午前 11 時　①・②は同じ内容です。

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
　◆日時：11 月 16 日（木）・17 日（金）
　　午前 9 時 30 分～午前 11 時 20 分
　★“誕生日会”　11 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：11 月 30 日（木）
　　午前 11 時 30 分～（受付は午前 11 時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　◆時間：午前 11 時 30 分～
　※�絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”
　各保育園で未就園児対象におこなっています。
＜ 11 月の予定＞　
   上之郷保育園 16 日（木）／ 御嵩保育園 2 日（木）
　中保育園　　　 1 日（水）／ 伏見保育園 16 日（木）

★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：12 月 14 日（木）午前 10 時～午前 11 時 30 分
　◆�場所：上之郷保育園内子育てサロン（持ち物：水筒）

★ベビーマッサージ
　◆日時：平成 30 年 2 月 28 日 ( 水 )
	 ①午前 10 時 30 分～正午　   ②午後１時 15 分～午後３時
　◆対象：1 生後 7 か月～ 1 歳の親子　2 生後 4 か月～生後 7 か月の親子
　　　　　予約制：先着 10 組。ぽっぽかんへ申し込みください。

◎りんごコース
　平成 26 年 4 月 2 日～
　27 年 4 月 1 日生まれ
◎ 11 月 10 日（金）：ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ
◎ 11 月 24 日（金）：保健師の話
◎ 12 月 1 日（金）：リトミック
◎ 12 月 8 日（金）：合同クリスマス会

◎さくらんぼコース
　平成 27 年 4 月 2 日～
　28 年 4 月 1 日生まれ
◎ 11 月 13 日（月）：ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ
◎ 11 月 27 日（月）：栄養士の話
◎ 12 月 4 日（月）：リトミック
◎ 12 月 8 日（金）：合同クリスマス会

（持ち物：シールノート・お茶、大判のハンカチ、タオルなど）
申

参

申

参小

参 申

参

申

参小

参

申

参

申

参小

参

申

参

申

参

＜中児童館＞
11 月 9 日（木）ひよこタイム�
　　　　　　「七五三参り」� 午前 10 時 30 分～
11 月 11 日（土）「みんなで遊ぼう
　　　　　　　ペタンク・ユニカール・クロリティ」
　　　 � 午後 1 時 30 分～
11 月 18 日（土）おやつ作り
　　　　　「スィートボテト」　 �午後 1 時 30 分～

11 月 25 日（土）「クリスマス飾り作り」
� 午後 1 時 30 分～

11 月 28 日（火）お母さんの手作りクラブ　� 　
　　　　　「クリスマス飾り作り」� 午前 10 時～

11 月 30 日（木）ひよこタイム
　　　「小麦粉ねんどあそび」� 午前 10 時 30 分～
11 月 14日（火）：職員研修のため休館

小

参

申

参

申

参

申

参

申

参小

参 申

参

申

参小

参

申

参

申

参小

参

申

参

申

参
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＜ 平成 29 年 9 月受付分（敬称略）＞
お悔やみ
　申し上げます お誕生

　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

羽
は が

賀 一
い つ き

輝 （西 本 町）亮 輔
綾

森
も り な が

永 遥
は る ひ

日 （新 町） 仁
純 美

梅
う め だ

田 澪
み い な

奈 （本 郷） 司
莉 愛

前
ま え だ

田 紬
つ む ぎ

喜 （古 屋 敷）有 軌
圭 子

渡
わ た な べ

辺 達
た つ き

葵 （西 田）貴 雄
奈美樹

宮
み や み ち

道 善
よ し ひ ろ

寛 （高 倉 台）法 孝
佑 子

三
み や け

宅 穂
ほ の

乃 （春 日 町）章 仁
麻 妃

田
た な か

中 悠
は る と

叶 （長 岡）秀 和
加 那 子

田
た ぐ ち

口 彰
あ き は

悠 （南山台東）晃 史
夏 実

戸籍の窓から
　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

永 原 　 学  68 歳（稲 荷 台）永 原 良 充

佐谷喜美子 101 歳（南山台東） 　

伊佐治婦美惠  87 歳（顔 戸 南）伊佐治俊彦

森 田 　 保  78 歳（南山台東）鹿 鳥 裕 美

渡 邉 昭 子  79 歳（大 久 後）渡 邉 克 彦

田 中 敏 子  79 歳（稲 荷 台）田 中 公 雄

奥 村 隆 盛  59 歳（中 町）奥 村 幸 子

木 村 　 多  83 歳（小 原）木 村 伸 一

植 松 　 鈴  92 歳（綱 木）植 松 和 徳

宇根元邦子  82 歳（南山台西）宇 根 元 裕

　この欄は、町に戸籍の届出
をされ、掲載を希望された人
のお名前を紹介しています。

■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：石
い し い

井（内線 2105）

ご結婚
　　おめでとう

（
（

　  人の動き（2017.10.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,498 人（－ 29）
　　　 男　 9,204 人（－ 27）
　　　 女　 9,294 人（－ 22）
　　世帯   7,261 世帯（+227）
　　出生   12 人    死亡   12 人
　　転入 45 人    転出 54 人

婚姻者名　　　 自治会名

尾 関 和 磨 （南山台東）
髙 松 優 果 （南山台西）
永 田 瑛 嗣 （八百津町）
大 田 絢 子 （古 屋 敷）
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は
都
合
よ
く
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

国
家
の
方
針
で
、
比
較
的
福
祉
の
充
実

し
て
い
る
国
の
多
い
欧
州
で
は
、
国
家
の

市
場
へ
の
介
入
を
よ
し
と
し
な
い
、
経
済

活
動
の
自
由
を
理
念
と
し
、
一
方
ア
メ
リ

カ
で
は
、
市
場
は
自
由
度
が
高
い
も
の
の
、

あ
ま
り
福
祉
が
充
実
し
て
い
な
い
た
め
国

家
の
関
わ
り
を
大
き
く
さ
せ
る
考
え
方
を

し
て
い
ま
す
。
保
守
の
立
場
で
あ
り
、
民

主
党
に
属
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
き

な
政
府
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

個
人
の
自
由
と
権
利
を
守
る
の
が
リ
ベ

ラ
ル
な
の
で
す
か
ら
、
日
本
の
政
党
は
ほ

と
ん
ど
が
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
け
っ
し
て
左
派
の
呼
称
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
多
数
が
平
和
を
願
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
＝
平
和

主
義
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
は
、
自

由
と
権
利
を
守
る
た
め
、
戦
争
を
支
持
し

た
リ
ベ
ラ
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

政
治
用
語
に
は
、“
日
本
の
常
識
は
世
界

の
非
常
識
”
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
多
く

あ
る
よ
う
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
が
こ
だ
わ
り

と
し
て
使
う
言
葉
が
本
来
の
意
味
を
伝
え

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
有
権

者
は
、
候
補
者
そ
れ
ぞ
れ
の
話
を
聞
き
、

冷
静
に
投
票
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果
で
、
ど
の
よ

う
な
政
権
が
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
稿
を
執
筆
し
て
か
ら
以
降
の
こ
の
半

月
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
16
日
執
筆

た
っ
た
一
つ
の
言
葉
「
排は

い
じ
ょ除

」
に
あ
っ
た

と
の
分
析
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

排
除
と
い
う
言
葉
は
“
い
じ
め
”
に
も

通
じ
、
現
在
日
本
で
は
禁
句
に
近
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。
政
治
家
の
言
葉
は
重
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
た
と
え
そ
れ
が
“
ぶ

ら
さ
が
り
”
取
材
で
記
者
か
ら
誘
導
さ
れ

た
と
し
て
も
、
無
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き

な
い
発
言
と
な
っ
て
し
ま
い
、
改
め
て

そ
の
怖
さ
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

好こ
う
じ事

魔ま

多お
お

し
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
１
９
９
６
年
結
成
さ
れ
た
民
主

党
で
は
、
一
部
の
政
治
家
の
入
党
を
拒
否

し
、
そ
の
際
に
は
、「
排
除
の
論
理
」
は
結

党
の
覚
悟
と
し
て
高
い
評
価
も
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
野
田
民
主
党
の
時
代
に
は
、

鳩は
と
や
ま山

由ゆ

き

お
紀
夫
氏
を
排
除
し
て
い
ま
す
。
時

代
は
巡
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
時
代

に
よ
っ
て
評
価
も
真
逆
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
知
っ
て
お
く
べ
き
事
実
だ
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、“
排
除
さ
れ
た
”
の
か
、“
さ
れ

そ
う
だ
っ
た
”
の
か
、“
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
確
信
し
た
”
の
か
明
ら
か
に
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
呼
ば
れ
る

グ
ル
ー
プ
が
立
憲
民
主
党
を
結
成
し
ま
し

た
。

　

希
望
の
党
の
失
速
と
は
逆
に
、
日
に
日

に
勢
い
を
増
し
て
い
ま
す
。
筋
を
通
し
た

と
評
価
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
筋

を
通
し
た
の
は
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
立
場
の
候
補
者
も
い
ま
す
が
、
む
し
ろ

無
所
属
か
ら
の
出
馬
を
し
た
民
進
系
の
候

補
者
の
方
々
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
選
挙

　

絶
対
的
過
半
数
を
有
す
る
安
倍
政
権
が
、

解
散
総
選
挙
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
稿
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
は
、
選

挙
戦
も
中
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
時
期
で
す
。

そ
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た

だ
く
の
は
、
選
挙
も
終
了
し
、
新
た
な
政

権
が
誕
生
し
た
頃
と
な
り
ま
す
。
あ
る
意

味
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
え
ま
す
。

　

選
挙
結
果
の
予
想
屋
に
な
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
選
挙
結
果
に
影
響
を
与

え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

す
で
に
解
散
か
ら
選
挙
戦
中
盤
ま
で
に
、

驚
く
べ
き
事
案
が
、
目
ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
つ

く
ま
ま
書
き
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
政
界
再
編
は
珍
し
い
こ
と

で
も
な
く
、
過
去
に
幾
度
も
見
せ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
実
際
に
は
参
議
院
に
も
地
方

議
会
に
も
、
民
進
党
議
員
は
存
在
し
て
い

る
の
で
す
が
、
与
え
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
野

党
第
一
党
が
一
瞬
に
し
て
消
滅
し
た
感
は

否
め
ま
せ
ん
。「
急
ぐ
」
と
「
慌あ

わ
て
る
」
で

は
良
い
結
果
を
出
す
確
率
に
雲う

ん
で
い泥
の
差
が

生
じ
ま
す
。

　

唐と
う
と
つ突
な
解
散
に
、
駆
け
込
む
側
も
、
受

け
入
れ
る
側
も
、
大
急
ぎ
で
出
し
た
最
良

の
結
果
だ
っ
た
は
ず
が
、
大
慌
て
だ
っ
た

が
た
め
に
、
最
悪
の
結
果
に
な
り
そ
う
な

雲
行
き
で
す
。
期
待
も
大
き
く
華
や
か
で

あ
っ
た
だ
け
、
残
念
な
思
い
を
持
つ
人
も

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

希
望
の
党
の
失
速
は
党
首
の
使
っ
た

町 長 月 記

　

政
党
を
結
党
し
、
選
挙
に
挑
め
ば
、
比

例
復
活
の
可
能
性
も
あ
り
、
当
選
で
き
る

確
率
も
格
段
に
上
が
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

に
よ
り
当
惑
気
味
な
の
が
、
共
産
、
社
民

で
、
本
来
な
ら
ば
野
党
共
闘
の
予
定
で
あ
っ

た
の
が
、
立
憲
民
主
に
注
目
が
集
中
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

反
権
力
票
が
集
中
す
る
で
あ
ろ
う
立
憲

民
主
党
は
選
挙
後
、
共
産
、
社
民
と
ど
の

よ
う
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る
の
か
否
か
、

残
っ
て
い
る
民
進
と
の
関
係
等
、
む
し
ろ

選
挙
後
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。
た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、「
排

除
」
の
一
言
は
、
日
本
の
政
党
政
治
の
色

分
け
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
こ
と
は
事
実
の

よ
う
で
す
。

　

当
然
の
ご
と
く
使
わ
れ
て
い
る
政
治
関

係
用
語
に
私
は
、
日
ご
ろ
か
ら
疑
問
を
持

ち
続
け
て
い
ま
す
。
国
会
で
議
長
か
ら
見

て
右
に
座
る
議
員
を
右
翼
、
左
に
座
る
議

員
を
左
翼
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
以
前
こ
の
稿
で
書
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
保
守
・
革
新
の
解
釈
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
保
守
と

い
う
言
葉
の
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
お
お

む
ね
今
の
ま
ま
で
良
い
と
考
え
る
よ
う
に

思
い
ま
す
し
、
一
方
革
新
は
時
代
に
即
し

た
改
革
に
常
に
取
り
組
む
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
実
体
は
真
逆
の
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
政
党
再
編
で
一
躍
注
目

を
集
め
た
“
リ
ベ
ラ
ル
”
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
外
来
語
の
ひ
と
つ

で
す
が
、
言
葉
は
輸
入
し
た
も
の
の
解
釈
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表 
 

紙  
   　

        

　

9
月
24
日
（
日
）
に
『
御
嵩
あ
か
で

ん
ラ
ン
ド
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

廃
線
と
な
っ
た
八
百
津
線
跡
を
歩

く
「
オ
ー
ル
ド
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
八
百
津
」

や
、
車
掌
さ
ん
の
お
仕
事
見
学
が
で
き

る
「
イ
ッ
ツ
・
ア
・
ス
モ
ー
ル
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
」
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
１
つ
、「
レ
ッ
ド
・
ゴ
ー
」
で
す
。

　

参
加
者
は
、
御
嵩
口
駅
近
く
の
直
線

道
路
で
、
電
車
と
の
競
走
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。「
あ
か
で
ん
マ
ン
」（
写
真
左
側
）

も
参
加
し
て
、
レ
ー
ス
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
踏
切
の
音
が
鳴
っ
て
近

づ
く
電
車
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
の
合
図

が
か
か
る
と
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大

人
も
真
剣
に
走
っ
て

い
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
に
は
表

彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

特
製
メ
ダ
ル
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
み
な
さ

ん
か
ら
は
、「
ま
た
来
年
も
走
り
た
い
」

や
、「
予
想
よ
り
電
車
が
速
か
っ
た
」、「
メ

ダ
ル
が
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

※�

20
ペ
ー
ジ
町
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷しています。
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み　た　け　スマイル  キッズ 子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

�

Let's 今月の健康料理「切り干し大根のミルク煮」
【作り方】
①�切り干し大根とひじきは、それぞれ水

で洗い、たっぷりの水につけてもどす。
②�油揚げは、熱湯をかけて油抜きし、

千切りにする。
③にんじん、ピーマンは千切りにする。
④�熱した鍋にサラダ油を入れ、水気を

きった切り干し大根とひじき、油揚
げを加えて炒める。

⑤�④の鍋にだし汁と牛乳、A の調味料
を加え、落とし蓋をして中火で煮る。
20 分程煮たら、ピーマンとにんじ
んを加えて煮汁がなくなるまで煮詰
め、塩で味をととのえる。

⑥器に盛り、仕上げに白ごまをふる。

渡
わたなべ

辺 一
い ち た

汰さん（新町）1歳 
1 歳おめでとう ‼︎
これからも健康で元気いっ
ぱい大きくなってね♡

※�

広
報
紙
ほ
っ
と
み
た
け
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

橋
はしもと

本 侑
ゆ き あ

彩さん（新町）2 歳
マイペースなゆんちゃん
1 番やんちゃでかわいい頃
です♡
元気でゆたかに育ってね ‼︎

　御嵩町食生活改善推進協議会の研修
会で作った一品です。
　切り干し大根はカルシウムとカリウ
ム、食物繊維が豊富で進んで食べてい
ただきたい食品です。今回は牛乳を使
用することで、更にカルシウムをたく
さん摂ることができます。
　また牛乳で調理することにより味に
コクが出て、お子さんから
高齢のかたまで幅広い
年代のかたに美味しく
食べていただくことが
できますよ。 保

　健 セ ン タ ー 栄 養

 士
  

【募集】町内在住で 1 月に 1 ～ 5 歳の誕生日を
迎えるお子さんを、みたけスマイルキッズに掲
載しませんか？ ※応募多数の場合は抽選
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/ 紹介文（30文字程度）
◎�申込方法：名前、住所、電話番号、誕生

日と写真データ、文章を添えてＥメール
などでお申し込みください。

◎申込期限：11 月 24 日（金）
■�申込先／問い合わせ：企画課
　秘書広報係 担当：山

や ま だ

田（内線 2222）
　� ：kouhou@town.mitake.lg.jp

Cooking!

【1 人分の栄養価】

■レシピ提供：保健センター 担当：亀
かめがい

谷　（内線 2193）

エネルギー たんぱく質 カルシウム 鉄分 塩分 食物繊維
132kcal 5.1g 185mg 2.4mg 1.1g 5.6g

【材 料】（5 人分）
牛乳� 200cc
切り干し大根� 20g
ひじき ( 乾 )� 7g
だし汁� 70cc
油揚げ� 2/3 枚
にんじん� 30g
ピーマン� 1 と 1/3 個
サラダ油� 少々
　砂糖� 小さじ 1
　しょうゆ� 20cc
　酒� 20cc
　みりん� 小さじ 2
白ごま� 小さじ 2
塩� 少々

｛Ａ
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